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す
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ま
ち
の

声
か
ら

は由利本荘市の豊かな自然が大好きです。特

に、西目町の海は夕日がとても綺麗で、海辺

を散歩するたびに写真を撮ってしまうほどお気に入

りの場所です。春は桜並木、夏は青々とした木々、

秋は燃えるような紅葉、冬は煌めく雪景色…と、一

年を通して、さまざまな表情が見られるのも大きな

魅力です。そうした自然に囲まれていると、少し落ち着

かない気分になっても、周りを見渡すだけで心を穏

やかにすることができて気持ちに余裕をもてます。

由利本荘市には都会にはない静かさと温かさがあ

り、私はこの町で生まれ育ったことを誇りに思って

います。これからも地域のボランティア活動などに

取り組み、美しい自然環境を保てるように貢献した

いです。

たちが住む由利本荘市は、自然がいっぱいで

す。鳥海山や子吉川、日本海など、どれをとっ

ても自慢の景色です。

　でも、私が一番好きなのは、田園の風景です。昨

年、私は学校の体験学習で田植えと稲刈りをしまし

た。お米作りの大変さが少し分かったような気がし

ました。そして、それまであまり気にしなかった田ん

ぼの景色が違って見えるようになりました。雪どけの

土色、田植え後の緑色、稲刈り前の黄金色…、どの

季節もとてもきれいで、そこでできるお米は本当にお

いしいと思います。毎年米作りをしてくださっている

農家の方々に、ありがとうの気持ちを伝えたいです。

　私は、おいしい作物がたくさんとれるこの由利本

荘市の田園風景を大切にしていきたいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.３9

私 私

私の体験学習から私のふるさとの魅力

尾崎小学校 ６年

さん渡辺 咲羽

西目中学校 ３年

（町内名　東御門町）（町内名　潟端）

ひら さわ わた なべ さ わなるう

さん平澤 瑠海

16雨で室内の運動会

編
集
後
記

　
市
長
選
後
、
初
の
定
例
会
と
な
っ

た
今
議
会
で
は
、
会
派
代
表
質
問
・

一
般
質
問
に
計
13
人
が
質
問
に
立
ち

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
23
年
７
月
の

臨
時
会
以
降
、
14
年
ぶ
り
に
原
案
に

対
す
る
修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
、
議

場
で
は
様
々
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
議
会
の
模
様
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
り
、
映
像
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
で
議
会
だ
よ
り
は
、
限
ら
れ

た
紙
面
の
中
で
、
文
字
や
写
真
で
議

会
で
の
出
来
事
を
的
確
に
要
約
し
、

市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
お
届

け
す
る
こ
と
が
役
割
だ
と
考
え
、
今

号
の
編
集
会
議
で
も
、
そ
の
役
割
を

意
識
し
な
が
ら
臨
み
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
く
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
そ
し

て
、
議
会
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
泉
谷
赳
馬
）
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４月臨時会・６月定例会トピックス　▶Ｐ２

４月臨時会・６月定例会審議結果　▶Ｐ４

市長に問う！会派代表質問　　　　▶Ｐ６

ここが聞きたい　一般質問　　　　▶Ｐ９

お知らせします　議会の動き　　　▶Ｐ１５

愛ＬＯＶＥゆりほんじょう　　　　▶Ｐ１６

　
我
が
集
落
は
西
に
子
吉
川
、
東
に
そ
の
支
流
久

保
田
川
に
挟
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
過
去
の
被
災
経

験
か
ら
も
っ
ぱ
ら
子
吉
川
だ
け
に
監
視
の
目
を
む

け
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
は
意

表
を
突
か
れ
た
よ
う
に
中
小
河
川
で
あ
る
久
保
田

川
の
氾
濫
に
襲
わ
れ
、
５
ｍ
ほ
ど
の
高
低
差
で
分

か
れ
て
い
る
ほ
ぼ
半
数
の
低
地
に
位
置
す
る
家
々

が
被
災
し
ま
し
た
。

　
後
片
付
け
な
ど
の
復
興
に
は
、
よ
く
言
わ
れ
る

「
三
助
」
に
は
本
当
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。「
自

助
」
だ
け
で
は
で
き
な
い
事
に
地
域
住
民
・
親
戚
・

同
僚
そ
れ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
「
共
助
」
、
ま

た
廃
棄
物
処
理
・
一
時
避
難
所
の
斡
旋
な
ど
行
政

機
関
の
「
公
助
」
な
ど
本
当
に
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
と
の
絆
が
あ
っ
て
こ
そ
生
活

基
盤
が
成
り
立
ち
ま
す
。

　
当
集
落
で
も
今
で
は
住
民
が
半
減
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
し
て
今
ま
た
、
被
災
世
帯
が
櫛
の
歯

が
欠
け
る
よ
う
に
一
軒
ま
た
一
軒
と
村
を
去
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
一
層
過
疎
化
に
拍
車
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
先
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
集
落
は
ど
う

な
る
の
か
不
安
は
募
る
ば
か
り
で
す
。

過
疎
化
に
拍
車
が

お

の
り

む
ら

か
み

さ
ん

由
利
地
域 

  

　

   

　　　　
（
町
内
名

　久
保
田
）

村
上

　典
夫
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４月臨時会・６月定例会のトピックス

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

　4月臨時会が4月25日に開催され、専決処分報告９件、人事案件１件、補正予算２件が承認・同意・可決さ
れました。
　6月定例会は5月16日から6月19日までの35日間の会期で開催され、人事案件2件、条例関係10件、補正予
算10件、契約関係8件、その他3件の計33件が審議され、すべてが原案のとおり同意・可決されました。
　また、請願2件については１件が採択、１件がみなし不採択、陳情2件（継続審査中の1件を含む）について
は１件が採択、継続審査中の1件は、なお継続審査とされ、委員会発案２件が可決されました。
　さらに、議員発案3件も可決されました。

防災拠点の整備・災害時相互
支援体制構築事業支援金

問 　主な内容としては。

答 　機材として、ショベルカー１台・スライドダ
ンプ１台・救助艇１台・高圧洗浄機５０台・排
送風機５０台・防災倉庫建築工事を行う。ま
た、油圧ショベル操作講習３０人・チェンソー
活用講習３０人などの支援がそれぞれ計画さ
れている。

　B＆G財団からの支援金として、機材配備費
として2280万円・研修費として300万円が対
象経費の100％支援されます。 総

２日
１０日

１１日
１８日
２５日

９日
１４日
１６日

５日

６日
１０日

１１日
１９日

２５日
２７日

議会日誌議会日誌
４月

５月

６月

議会報編集特別委員会
教育民生常任委員会協議会
会派代表者会議
議会報編集特別委員会
議会運営委員会
臨時会

議会運営委員会
教育民生常任委員会協議会
本会議（開会）
議会全員協議会

本会議（会派代表質問）
会派代表者会議
本会議（一般質問）～１０日
議会全員協議会
会派代表者会議
議会運営委員会
委員会（議案審査）～１３日
議会運営委員会
本会議（閉会）
島根県安来市議会行政視察来訪
議会報編集特別委員会
産業建設常任委員会協議会

（４／１～６／３０）

６

月

定

例

会

議長交際費議長交際費

慶祝、
協賛など

弔　　　事

４月 ５月 ６月

41,250円
（4件）

143,210円
（16件）

35,760円
（7件）

0円
（0件）

50,000円
（2件）

30,000円
（1件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

４月

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

５月

６月

３日
４日

１７日
２４日

３０日

１日
４日
１２日
１３日
１５日
１６日
１９日
２０日
２６日
２８日
２９日

３０日

３日
６日
８日
１４日
１６日

民生児童委員協議会
新入社員合同歓迎会
本荘さくらまつりオープニング
セレモニー
地域農業再生協議会総会
東北市議会議長会定期総会
（秋田市）
秋田由利牛振興協議会総会

高規格道路本荘大曲道路整備促進期成同盟会（大仙市）
佐久バルーンフェスティバル・佐久鯉まつり（長野県佐久市）
由利本荘市文化財保護団体連合会表彰式
東北日本海沿岸市町村議会協議会役員会・総会（山形県鶴岡市）
由利本荘市観光協会通常総会
由利本荘市商工会通常総代会
国道３９８号改良整備促進期成同盟会通常総会（湯沢市）
全国市議会議長会定期総会（東京都）
由利本荘市スポーツ協会評議員会
食品衛生協会通常総会
本荘由利産学振興財団評議員会
管工事協同組合通常総会
本荘由利森林組合通常総代会

本荘税務署管内青色申告連合会通常総会
建設業協会通常総会
鳥海新緑まつり
鳥海ダム本体工事着工式
市と市議会との合同要望（宮城県仙台市・東京都）～１８日

【議長公務】

詳細はこちらから↑

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。

　ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTubeチャンネル
　でライブ配信

▶ 次の定例会は９／２～９／２４ ◀

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

市議会カレンダー
● ９月定例会の予定 ●

８／１７ ２０１８ １９ ２１

２４

３１ ３ ４

３０２７ ２８ ２９

２３

１４ １５ １７

２１ ２２ ２３ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０ １０／１ ２ ３ ４

２０１９

６

７

９／１

１３

月 火 水 木 金 土

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

日

本会議
（一般質問）

８ ９

２２

　８月２２日（金）
正午までに受理する
請願・陳情を審議
する予定です

決算審査
特別委員会
（主査会議）

１６

本会議
（閉会）

２４

決算審査
特別委員会
（主査報告）

１８

本会議
（一般質問）
決算審査
特別委員会

本会議
（一般質問）

５
本会議
（開会）

２

常任委員会
決算審査
特別委員会

１１
常任委員会
決算審査
特別委員会

１０
常任委員会
決算審査
特別委員会

１２

こども家庭センター開設準備費

問 　こども家庭センターの業務内容とは。

答 　保健センターの１階に開設する。「保育所・認
定こども園などに関する業務」「児童手当・児
童扶養手当・放課後児童クラブなどに関する
業務」「母子保健に関する業務」「相談支援
に関する業務」について対応する、子育てに
ついてのワンストップ型の窓口となる。

　５５６万円の予算を計上し、今年度１０月の開
設に向けて準備を進めていきます。 教

本荘保健センター

トラック事業者補助事業

問 　補助の内容は。

答 　経済活動の重要な役割を担うトラック運送
業者の事業を継続するための支援を行う。
交付額は普通貨物自動車１台につき１万５千円
軽貨物自動車１台につき４千円を交付する。
交付期間は令和７年６月20日から９月30日
で、事業費は250万円である。

　燃料価格の高騰に対し、燃料費の一部を補助
するものです。 産

ドローンを活用した（リモート
センシング技術）地籍調査事業

問 　事業内容・スケジュールは。

答 　国土交通省地籍整備室が主体となり、3300
万円の事業費として、６月から公図調査、現地
調査、測量を行う。１１月頃に土地所有者への
説明会と関係機関の現地見学会が計画されて
いる。
　なお、リモートセンシング技術により調査期
間が50％ほど短縮される見通しである。

　地権者の高齢化・不在村化などにより現状の
把握すら困難となっている山村部の先行調査を今
年度、万願寺地内において国が直轄で実施しま
す。 総
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小中学校ＧＩＧＡ端末更新事業

問 　どのような事業内容なのか。

答 　現在、小中学校の児童生徒に貸与している
タブレット端末は令和2年度に購入したもの。
Windows10サポート終了も鑑み、予備を含
め稼働する全4587台のタブレット端末の更
新を行う。端末の初期設定の委託料として予
算を計上するものである。9月末までに新機
器の配備を予定している。

　１２１１万１千円の一般会計補正により事業を
展開します。 教

渡部議員、髙橋議員、三浦議員

　第101回全国市議会議長会定期総会が5月20日に東京都内で開催され、席上、本市の議員
3人が永年にわたる市議会議員としての功績が認められ表彰されました。

永 年 勤 続 議 員 表 彰

●議員在職２０年以上

　　髙　橋　和　子  議員

●議員在職１５年以上

　　三　浦　　　晃  議員
　　渡　部　聖　一  議員

泉谷赳馬
（高志会）

雨
漏
り
や
空
調
の
不
具
合
な
ど

が
生
じ
て
お
り
、
市
民
や
利
用

者
に
迷
惑
が
か
か
っ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
に
修
繕
を
計
画
し
て
い
く
の
か
。

今
後
増
加
す
る
懸
念
が
あ
る
施

設
の
不
具
合
に
備
え
、
保
守
業

者
な
ど
に
対
し
、
近
々
に
本
格
的
な
修

繕
が
必
要
だ
と
見
込
ま
れ
る
箇
所
に
つ

い
て
、
開
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。

　
定
期
的
な
更
新
が
必
要
な
設
備
と
併

せ
、
指
定
管
理
者
と
相
談
の
う
え
、
計

画
的
に
修
繕
を
進
め
て
い
く
。
突
発
的

に
生
じ
た
不
具
合
に
つ
い
て
も
緊
急
度

を
見
極
め
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て
い

く
。 問答 文

化
交
流
館
カ
ダ
ー
レ
の

　
　
　
　
　
　
　
　修
繕
は

地
元
市
民
は
温
泉
再
開
を
喜
ぶ

一
方
、
法
要
や
同
期
会
、
謝
恩

人
件
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な

ど
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
上
昇

に
よ
る
課
題
が
主
な
要
因
で
あ
る
と
受

け
止
め
て
い
る
。
令
和
８
年
度
以
降
は

指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
を
目
指
し
、

本
年
８
月
か
ら
公
募
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
施
設
面
の
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
構
造
的
な
特
性
を
踏
ま
え
、

物
理
的
に
空
間
を
縮
小
す
る
方
法
や
、
浴

室
内
の
温
度
低
下
を
防
ぐ
方
策
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
を
進
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
状
況
の
見
え
る
化
の
推
進
を
図
り
、

施
設
の
機
能
や
利
便
性
を
損
な
う
こ
と

な
く
、
よ
り
効
率
的
な
運
営
に
努
め
る
。

問

答

東
由
利
「
湯
楽
里
」
な
ど

　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

ここが聞きたい
一 般 質 問

ＡＩオンデマンド交通導入の
ための実証実験

問 　内容としては。

答 　循環バス・市内線エリア包括で、より多く
の市民が自由にバスルート以外でも移動可能
になる。現在の運行検討内容としては、１０
人乗りワゴン車を活用。
　予約方法は専用アプリと電話受付とし、運
賃は３００円から４００円。運行時間は９時か
ら１８時３０分を想定している。
　今年度のスケジュールは、市内エリアと市
街地エリアにオンデマンドバス各１台を配備し、
運行時期は令和７年１２月から令和８年２月、
本格運行は令和９年度秋以降を想定している。

　路線バスの運転士不足で路線廃止や大幅な
減便がされており、区域型運行による課題解決
のため、AIオンデマンド交通の導入を実証実験
します。 総

予約型乗合いタクシーでより便利に

天井が高く、空間が広い湯楽里

由利地域のカントリー
エレベーターの復旧状況

問 　進捗状況は。

答 　昨年の豪雨災害で被災したが、その後工事
は順調で、今年の秋作業には稼働できる見込み
である。なお、復旧は８月29日を予定している。

　今年の秋作業までには稼働できる見込みです。
産

本荘東小学校学童クラブ開設
に伴う費用を補正

問 具体的にどのような内容の補正予算となった

のか。また、安全面等の対策はどのようにな

っているのか。

答 　学童クラブの環境整備費として約６０００万円、
実施設計委託料として１７６万円が一般会計に
おいて補正。また、令和７年度から令和１０
年度までの運営費として、約１億２２００万円
が債務負担行為において補正されている。
　学童クラブ開設については、請願第１号「本
荘東小学校区学童保育施設を小学校敷地内に
設置することを由利本荘市に求める請願」が
提出されたことを重く受け止め、紹介議員及
び請願者から聴き取りを実施し、願意につい
て確認した。審査においては安全面について
の質疑が行われ、市当局からは学校から学童
施設までの安全確保のための見守りの確保や、
年度当初は専門業者による誘導員を設置する
などの対策が提示された。渋滞緩和策につい
ては、国道１０７号への出入り口部分の拡幅を
県と協議して進めることや、施設前横断歩道
への押しボタン式信号機の設置やナイス丁字
路の信号機を押しボタン式から時差式への変
更を関係機関に要望していることなどの説明
があった。

　一般会計予算および債務負担行為として１億
８４００万円が補正されます。 教

審査及びまとめにおいて、委員からは「今後も安
全対策等の改善に努めるとともに、その内容につ
いては速やかに関係者へ周知すること」「実際に小
学校や保育園などに出向いて説明会を開催するな
ど、より直接的な周知の工夫を図ること」などの
意見が出され、今後の安全面の一層の充実や丁寧
な説明について、市当局の対応を求めている。

委員会では

会
や
自
治
会
な
ど
で
の
飲
食
の
場
が
無

く
な
り
、
不
便
だ
と
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
二
度
の
指
定
管
理
者
の
公
募
に
対

し
、
一
社
か
ら
も
応
募
が
無
か
っ
た
要
因

を
ど
う
捉
え
、
課
題
に
対
応
す
る
の
か
。
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ここが聞きたい
一 般 質 問

4月臨時会4月臨時会

6月定例会6月定例会

人　事　案　件

■副市長の選任（任期：４年）

　佐々木　　　司　氏（再任）本荘地域裏尾崎町
さ き つかささ

同意

人　事　案　件

■副市長の選任（任期：４年）

　三　森　　　隆　氏（再任）鳥海地域伏見
■教育委員会委員（任期：４年）

　佐　藤　道　昭　氏（再任）本荘地域花畑町一丁目

みつ もり たかし

さ とう どう しょう

同意

●道の駅施設等運営事業（黄桜温泉「湯楽里」）

　２９４０万２千円
●学校維持補修事業（本荘南中学校の空調設備更新修繕）

　１１００万円

一般会計補正予算（主なもの） 可決

●市職員の勤務時間、休暇等に関する条例

　の一部を改正する条例

●特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

　営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

●特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す

　る条例の一部を改正する条例

条例関係（主なもの） 可決

◆６災２８６号１級市道袖山線

　道路災害復旧工事請負契約の締結について

　契約金額：１億６０６０万円
　契約の相手方：山科建設・三浦土木特定建設工事共同企業体
◆市道薬師堂25号線他道路改良工事請負契約の締結

　について

　契約金額：２億９３７０万円
　契約の相手方：村岡建設工業株式会社
◆市立本荘東小学校外構整備工事請負契約の締結に

　ついて

　契約金額：３億３７７０万円
　契約の相手方：長田建設株式会社
◆市立本荘東小学校グラウンド整備工事請負契約の

　締結について

　契約金額：２億５４１０万円
　契約金額：香楽園・菊地・エコシビル特定建設工事共同企業体

契約関係（主なもの） 可決

阿部十全
（無所属）

佐藤正人
（公明党）

若
年
層
の
政
治
参
加
が
増
え
、

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
投

票
率
の
低
い
こ
と
が
残
念
。
移
動
期
日

前
投
票
所
を
開
設
し
た
ら
ど
う
か
。

４
月
６
日
県
知
事
選
挙
の
十
代

の
投
票
率
は
32
・
00
％
で
、
市

全
体
の
投
票
率
58
・
32
％
と
比
較
す

る
と
、
そ
の
差
は
26
・
32
ポ
イ
ン
ト
で

あ
り
、
較
差
は
大
き
い
。
高
校
・
大
学

へ
の
移
動
期
日
前
投
票
所
は
、
投
票
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
だ
け
で
な
く
、

主
権
者
教
育
に
も
役
立
つ
も
の
と
考
え

て
お
り
、
投
票
へ
の
参
加
、
政
治
へ
の

参
加
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
７
月
の
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
る
。

問答 高
校
・
大
学
向
け
移
動

　期
日
前
投
票
所
の
開
設
は

行
政
事
業
の
最
終
目
的
は
住
民

の
福
祉
向
上
だ
と
思
う
。
住
民

自
治
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
市
民
が
由

利
本
荘
市
に
暮
ら
し
、
一
体
感
と
な
る

よ
う
な
市
民
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
あ
れ
ば
い

い
と
感
じ
る
が
。

行
政
と
市
民
が
お
互
い
の
立
場

を
理
解
し
な
が
ら
、
尊
重
し
あ

え
る
よ
う
な
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
、

大
変
重
要
で
あ
り
、
市
政
運
営
の
質
的

な
向
上
を
図
る
た
め
に
も
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
る
。
策
定
中
の
次
期
総
合
計

画
に
お
い
て
は
、
市
民
に
身
近
で
、
目

指
す
と
こ
ろ
を
分
か
り
や
す
く
示
す
と

と
も
に
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
な
り
得
る

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
検
討
し
な
が
ら
、
一

体
感
の
醸
成
に
も
努
め
て
い
く
。

問答 住
民
自
治
と
協
働
の

　
　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
を

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示
さ
れ
た

危
険
箇
所
の
確
認
、
住
民
の
居

宅
調
査
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

「
我
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
活
用
を
お
願
い
す
る
。
ご
家

族
・
地
域
で
し
っ
か
り
と
危
険
な
場
所

な
ど
を
確
認
し
、
学
校
や
職
場
を
想
定

し
な
が
ら
、
互
い
の
連
絡
方
法
や
避
難

先
、
避
難
ル
ー
ト
な
ど
日
頃
よ
り
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問答

自
主
防
災
組
織
の
強
化
と
若
返

り
化
の
た
め
、
市
が
関
与
す
る

考
え
は
な
い
か
。

秋
田
県
防
災
士
養
成
事
業
を
活

用
し
、
防
災
士
の
資
格
取
得
に

取
り
組
ん
で
い
る
、
現
在
６
名
が
取
得
、

自
主
防
災
組
織
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
期
待
し
て
い
る
。

問答 災
害
対
策
は

保
護
者
が
労
働
な
ど
に
よ
り
家

に
い
な
い
時
間
、
こ
ど
も
の
健

全
な
育
成
を
図
る
事
業
で
あ
り
、
現
計

画
の
場
所
は
、
学
校
敷
地
内
設
置
よ
り

は
事
業
目
的
に
添
っ
た
場
所
と
は
い
え

な
い
の
で
は
な
い
か
。

保
護
者
の
利
便
性
に
違
い
が
生

じ
る
こ
と
は
あ
る
程
度
避
け
が

た
い
。
学
童
ク
ラ
ブ
は
「
預
か
る
場
」

で
は
な
く
、
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
健
全

な
育
成
に
努
め
る
こ
と
こ
そ
が
目
的
に

沿
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問答

国
道
１
０
７
号
渋
滞
が
予
想
さ

れ
る
。
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
か
。

国
道
１
０
８
号
へ
通
じ
る
市
道

が
来
年
開
通
す
る
こ
と
で
、
交

通
量
が
変
わ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

供
用
後
の
周
辺
の
交
通
状
況
を
注
視
し

つ
つ
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
。

問答 放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　運
営
に
つ
い
て

移動期日前投票所の移動市役所

地域みらい遊学推進事業

問 　計画の内容は。

答 　県外生徒（令和８年入学者を目指す）を対象
とし、都市部で生まれ育った生徒に「第二のふ
るさと」と感じてもらい、将来的には本市への
移住や地域の応援団になってもらえることを
期待する。住まいは下宿を２軒（一般住宅２
人、民宿１人）予定している。

　島根県海士町の島留学を基に展開している「地
域みらい留学」が矢島高校で計画されています。

総

あ ま ちょう

由利本荘市議会議員政治倫理条例　議員の就業等の公表

　由利本荘市議会議員政治倫理条例に基づき、議員から就業報告書の提出がありましたので、同条例の規定により
公表します。
議席
番号

2

3

氏名（地域）

粟野希穂（本荘）

橋島達也（本荘）

職業

無職

会社役員

本人が実質的に経営に携わっている企業【役職名】

―
橋島企画合同会社【代表社員】／一般社団法人由利本荘青年会議所【直前理事長】／由利本荘商工会青年部【副部長】

地域観光魅力向上事業

問 　事業の内容は。

答 　石脇地域の発酵文化（酒蔵や味噌・醤油
など）の紹介や矢島地域の酒蔵など江戸三
藩が織りなす歴史や文化を由利高原鉄道がむ
すぶ。酒粕や塩麹を取り入れた特別ランチや
地元の日本酒、鳥海山の絶景を仰ぎながらロ
ーカルトレインの旅を堪能していただく。

　石脇地域の発酵文化と矢島地域の酒蔵を紹介
し、観光誘客につなげます。 産

我が家の防災バック
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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐藤義之
（高志会）

小松浩一
（高志会）

地
域
の
方
々
に
説
明
も
な
い
ま

ま
ま
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
定

期
発
行
中
止
に
至
っ
た
の
か
。

問

市
広
報
や
他
の
配
布
物
と
の
内

容
の
重
複
が
あ
る
な
ど
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
の
形
骸
化
に
加
え
、
発

行
業
務
の
た
め
の
残
業
な
ど
の
状
況
か

ら
定
期
発
行
の
中
止
と
し
た
。
令
和
７

年
度
以
降
は
、
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

独
自
に
お
知
ら
せ
な
ど
を
発
行
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

答 総
合
支
所
だ
よ
り
・
公
民
館

だ
よ
り
の
定
期
発
行
中
止

市
民
生
活
に
お
け
る
重
要
な
事

案
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
部
署

と
の
連
携
が
と
れ
る
よ
う
な
組
織
の
シ

ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く

の
か
。

問 懸
案
事
項
な
ど
へ
の

　市
当
局
の
対
応
の
在
り
方

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
将
来
へ
明

る
い
希
望
を
持
て
る
社
会
構
築
を
ど
う

考
え
る
か
。

市
民
が
将
来
に
希
望
が
持
て
な

い
状
況
に
陥
る
こ
と
は
、
市
長

と
し
て
不
本
意
で
あ
り
、
た
と
え
人
口

減
少
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
市
が
持
続

的
な
発
展
を
し
て
い
け
る
よ
う
な
、
市

民
の
希
望
に
つ
な
が
る
施
策
の
立
案
が

強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
、
改
め
て
思

い
を
巡
ら
せ
て
い
る
。

　
そ
の
足
が
か
り
と
し
て
、
今
年
度
、

デ
ジ
タ
ル
庁
が
推
奨
し
て
い
る
「
地
域

幸
福
度
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
」
を

活
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

今
後
の
施
策
立
案
に
生
か
し
、
希
望
あ

る
地
域
社
会
の
実
現
に
繋
げ
て
い
く
。

問答 地
域
の
希
望
、
秋
田
が

全
国
最
下
位
の
調
査
結
果
か
ら

各
自
治
体
間
の
観
光
振
興
に
お

け
る
厳
し
い
競
争
を
勝
ち
抜
く

た
め
の
Ｐ
Ｒ
の
取
り
組
み
と
、
交
流
人

口
・
関
係
人
口
を
増
や
す
た
め
の
施
策

は
。

「
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
景

色
」
や
「
こ
こ
で
し
か
味
わ
え

な
い
体
験
」
な
ど
の
特
別
感
を
打
ち
出

し
た
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
、

観
光
客
を
呼
び
込
み
、
ひ
い
て
は
交
流

人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
に
繋
が
る
施

策
に
な
り
得
る
と
考
え
る
。

問答
「
鳥
海
山
」
を

キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
に

位
置
づ
け
た
観
光
振
興
策
は

い
わ
ゆ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ

る
指
示
・
命
令
を
待
つ
こ
と
な

く
、
自
発
的
に
互
い
に
連
携
し
協
力
し

合
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
組
織
が
理
想
で
あ
る
。
人
材
育
成

は
も
と
よ
り
、
組
織
力
向
上
の
た
め
の

研
修
な
ど
を
行
い
、
機
能
的
に
対
応
で

き
る
高
い
総
合
力
を
も
つ
組
織
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
。

答

国
の
五
歳
児
健
診
へ
の
支
援
強

化
策
を
受
け
、
さ
ら
な
る
実
態

把
握
の
充
実
が
図
ら
れ
る
も
の
か
。

問

こ
ど
も
家
庭
庁
が
補
助
対
象
事

業
と
す
る
医
師
の
診
断
を
含
ん

だ
５
歳
児
健
診
に
つ
い
て
は
、
医
師
会

と
協
議
し
、
将
来
的
に
取
り
組
ん
で
い

け
る
よ
う
健
診
体
制
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
。

答 特
別
な
支
援
を
要
す
る

　児
童
の
実
態
把
握
の
充
実

●委員会発案第１号

　地方財政の充実・強化を国に求める意見書の提出に

　ついて

委 員 会 発 案 可決

意見書提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣
国土交通大臣　デジタル大臣
内閣府特命担当大臣（こども政策 少子化対策
若者活躍 男女共同参画 共生・共助）

●委員会発案第２号

　豊かな学びの実現及び教職員定数改善並びに義務教育費

　国庫負担割合引き上げを国に求める意見書の提出について

意見書提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
総務大臣　財務大臣　文部科学大臣

●議員発案４号
　市長の専決処分事項の指定について

議員発案（主なもの） 可決

●議案第９４号一般会計補正予算（第３号）
のうち、本荘東小学校区放課後児童対策事業費に関
する補正予算案に対して、関係する歳入歳出予算を
削除する修正動議が２人の議員から提出されました。
修正案に対しての質疑の後に、賛成の立場から２人
の議員が、反対の立場からも２人の議員が討論を行
い、採決では、賛成５人、反対１６人で否決。その後、
原案の採決が行われ、賛成１６人、反対５人で可決
されました。

修　正　動　議 否決

※修正動議：議案９４号一般会計補正予算（第３号）のうち、放課後児童対策事業費を削除する修正案
※議案９４号一般会計補正予算（第３号）：物価高騰対策、災害情報伝達装置管理事業関連予算ほか
※陳情第１号：継続審査中の「選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提出についての陳情」について、なお継続審査とするかの採決
※長沼久利議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※共産党：日本共産党　立民党：立憲民主党

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
共
産
党

公
明
党

無
所
属

立
民
党

表
決
数

議

　決

　結

　果

高　　　志　　　会 市民の窓口サキホコレ
会派・
議員名

案件名

否　決

可　決

継続審査

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

橋
島

　達
也

阿
部

　十
全

粟
野

　希
穂

佐
藤

　正
人

佐
々
木
隆
一

松
本

　
　学

大
友

　孝
徳

正
木

　修
一

三
浦

　
　晃

長
沼

　久
利

渡
部

　聖
一

伊
藤

　順
男

吉
田

　朋
子

泉
谷

　赳
馬

小
松

　浩
一

佐
藤

　健
司

三
浦

　秀
雄

堀
井
新
太
郎

甫
仮

　貴
子

佐
藤

　義
之

髙
橋

　和
子

高
橋

　信
雄

○○○××○○××－××××××××××××

×××○○××○○－○○○○○○○○○○○○

○○×○×○×○○－○○○○○○○○○○○○陳情第１号
（継続審査中）

１６

５

３

５

１６

１６

○：賛成　×：反対

修正動議　議案９４号一般会計
補正予算（第３号）修正案

議案９４号一般会計補正予算
（第３号）原案

請願・陳情結果

みなし不採択

○請願第１号

　本荘東小学校区学童保育施設を小学校敷地内へ設

　置することを由利本荘市に求める請願

本荘東小学校学童保育施設を案ずる保護者の会

代表　加藤 明

紹介議員　大友孝徳　阿部十全　松本学

　橋島達也　粟野希穂

（この請願については議案第９４号一般会計補正予算

（第３号）のうち本荘東小学校区放課後児童対策事業

費と密接に関連しているため、議案第９４号の可決に

より、みなし不採択となりました。）

継続審査

○陳情第１号（継続審査中）

　選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提

　出についての陳情

秋田弁護士会　会長　石田英憲

採　　択

○請願第２号

　地方財政の充実・強化を国に求める意見書提出に

　ついての請願

連合秋田本荘地域協議会　議長　清野英之

紹介議員　粟野希穂 

○陳情第４号

　豊かな学びの実現及び教職員定数改善並びに義務

　教育費国庫負担割合引上げを図るための２０２６年

　度政府予算に係る意見書提出についての陳情

秋田県教職員組合 執行委員長 小林久美子

花立高原コテージ
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ここが聞きたい
一 般 質 問

由利本荘市議会だより  令和７年／2025年8月1日発行11 由利本荘市議会だより  第81号（6月定例会）

会
派
代
表
質
問

粟野希穂
（立憲民主党）

橋島達也
（無所属）

今
後
、
利
用
す
る
保
護
者
や
地

域
の
声
を
丁
寧
に
受
け
止
め
な

が
ら
、
施
設
の
運
営
に
反
映
し
て
い
く

と
い
う
姿
勢
は
あ
る
の
か
。

運
営
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

行
う
こ
と
に
よ
り
ニ
ー
ズ
を
受

け
止
め
、
よ
り
良
い
学
童
ク
ラ
ブ
運
営

と
施
設
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
繋

が
る
よ
う
柔
軟
な
対
応
を
進
め
て
い
く
。

問答 今
後
の
学
童
ク
ラ
ブ
運
営
の

　
　
　
　
　
　
　
在
り
方
は

２
０
０
０
人
を
超
え
る
署
名
を

市
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

今
後
の
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

意
見
や
懸
念
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
つ
つ
、
令
和
８
年
４
月
の

学
童
ク
ラ
ブ
開
設
に
向
け
、
皆
様
に
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
安
全

対
策
に
配
慮
し
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問答

今
後
、
説
明
会
や
安
全
対
策
に

関
す
る
協
議
会
の
実
施
予
定
、

代
替
地
の
再
検
討
の
可
能
性
は
。

今
後
、
説
明
会
開
催
の
予
定
は

な
い
が
、
本
荘
東
小
学
校
学
童

ク
ラ
ブ
に
関
す
る
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
随
時
発
信
し
て
い
く
。
ま
た
、

学
童
保
育
施
設
の
新
設
は
総
合
的
に
考

慮
す
る
と
困
難
で
あ
る
。

問答

本
荘
東
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ

問
題
の
近
隣
住
民
や

　
　
　
保
護
者
へ
の
対
応
は

全
体
予
算
２
６
０
０
万
円
で
、

ど
の
く
ら
い
の
経
済
効
果
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

記
念
事
業
な
ど
に
伴
う
経
済
波

及
効
果
と
し
て
、
一
定
の
条
件

を
前
提
に
試
算
す
る
と
、
全
体
で
約
３

２
０
０
万
円
の
波
及
効
果
を
見
込
ん
で

い
る
。

問答 由
利
本
荘
市
誕
生
20
周
年

　
　
　
　
　
　事
業
の
予
算

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
再

整
備
と
そ
の
周
知
徹
底
や
「
学

童
注
意
」「
児
童
多
し
注
意
」
な
ど
の

注
意
喚
起
表
示
や
看
板
の
整
備
な
ど
、

よ
り
充
実
し
た
安
全
対
策
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
委
員
会
、
学
校
、
道
路
管

理
者
、
警
察
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
、
危
険
箇
所
の
改
善
と
把
握

に
努
め
て
い
く
。

問答 学
童
ク
ラ
ブ
へ
通
う

　
　
ル
ー
ト
の
安
全
対
策
は

２
０
０
０
筆
を
超
え
る
署
名
の

提
出
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
意
見
や
懸

念
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
つ
つ
、
開

設
に
向
け
、
保
護
者
や
児
童
、
施
設
利

用
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
安

問答 学
童
ク
ラ
ブ
設
置
に
対
す
る

市
民
の
声
と
署
名
に
つ
い
て

全
対
策
な
ど
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
整

備
を
進
め
て
い
く
。

既
存
利
用
者
の
声
に
も
耳
を
傾

け
、
共
存
で
き
る
改
修
を
し
て

い
く
姿
勢
は
あ
る
の
か
。

市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
改

修
に
あ
た
り
、
既
存
利
用
者
に

対
し
、
改
修
計
画
の
詳
細
を
早
期
に
知

ら
せ
、
安
心
し
て
活
動
を
継
続
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
る
。
市
民
に
と

っ
て
、
魅
力
あ
る
学
び
や
交
流
の
場

と
し
て
、

よ
り
良

い
施
設

と
な
る

よ
う
尽

力
す
る
。

問答 既
存
利
用
者
へ
の
配
慮
は

市民交流学習センター正面

本
市
沖
洋
上
風
力
発
電
事
業
者

が
事
業
性
の
再
評
価
を
行
っ
て

い
る
が
、
そ
の
事
で
計
画
に
つ
い
て
変

更
な
ど
は
あ
る
の
か
。

再
評
価
の
結
果
が
夏
頃
ま
で
に

公
表
さ
れ
る
。
ど
の
様
な
対
応

方
針
が
示
さ
れ
る
の
か
、
事
業
者
の
方

針
決
定
を
注
視
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問答 洋
上
風
力
発
電
の
建
設
は

会長　高橋信雄

高
　
志
　
会

１
　
令
和
７
年
度
予
算
に
つ
い
て

２
　
若
者
・
女
性
の
地
域
定
着
回
帰
と
切
れ

　
　
目
の
な
い
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

３
　
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
関
係
人
口

　
　
の
拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い

　
　
て

４
　
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
住
み
慣
れ
た

　
　
地
域
で
心
豊
か
に
安
全
安
心
に
暮
ら
せ

　
　
る
ま
ち
づ
く
り

５
　
教
育
課
題
に
つ
い
て

６
　
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
の
更
新
事
業

　
　
と
持
続
可
能
性
に
つ
い
て

質
　
問
　
項
　
目

年
々
厳
し
さ
を
増
す
財
政
運
営
。

財
政
調
整
基
金
は
30
億
円
ほ
ど

は
確
保
し
た
い
。
市
債
残
高
の
増
加
は

合
併
特
例
債
の
残
高
が
大
き
く
、
学
校

建
設
の
大
型
事
業
や
災
害
復
旧
も
大
き

く
影
響
し
て
い
る
。
人
口
減
少
と
財
政

規
模
の
縮
小
に
見
合
っ
た
組
織
の
ス
リ

ム
化
、
行
財
政
改
革
を
加
速
さ
せ
な
が

ら
市
民
生
活
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
て
い
く
。

答
厳
し
い
財
政
運
営
と
課
題
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
運
営
を
図

っ
て
い
く
か
。

問 令
和
７
年
度
予
算
と

　
　
　
財
政
課
題
に
つ
い
て

生
産
の
目
安
は
3
％
増
の
5
3

9
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
た
。
基

本
的
に
は
「
確
実
な
需
要
に
基
づ
い
た

生
産
を
行
う
」。
国
の
動
向
を
注
視
し
、

必
要
な
支
援
を
講
じ
て
い
く
。
酒
米
に

答
農
業
対
策
に
つ
い
て
。
今
年
の

主
食
用
米
の
作
付
け
と
特
産
で
あ

る
酒
米
な
ど
の
確
保
に
つ
い
て
対
策
は
。

問 今
年
の
コ
メ
の
生
産
は

基
本
的
に
は
各
学
校
で
使
用
さ

れ
て
い
る
備
品
を
有
効
に
活
用

す
る
。
引
っ
越
し
に
よ
る
負
担
軽
減
も

図
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
今
年
度
夏
に
機

器
の
更
新
を
行
う
。
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
長
年
愛
さ
れ
て
き
た
校
舎
の
姿
、

授
業
や
行
事
の
様
子
な
ど
も
映
像
と
し

て
記
録
・
保
存
も
視
野
に
協
議
し
適
切

に
対
応
し
て
い
く
。

答
統
合
小
学
校
の
準
備
に
つ
い
て
、

備
品
の
準
備
と
閉
校
の
進
め
方

は
。 問 統

合
小
の

　
　
　
ス
ム
ー
ズ
な
準
備
を

水
道
管
に
つ
い
て
は
耐
用
年
数

で
あ
る
40
年
を
経
過
し
た
も
の

が
老
朽
管
と
さ
れ
、
本
市
水
道
管
の
総

延
長
1
2
3
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、

老
朽
管
は
2
4
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
老

朽
化
率
は
20
・
0
％
。
更
新
に
あ
た
っ

て
は
重
要
施
設
や
重
要
な
送
水
管
な
ど

を
優
先
し
、
可
能
な
限
り
道
路
改
良
工

事
な
ど
と
の
同
時
施
工
を
図
り
費
用
縮

減
に
努
め
る
。
下
水
道
管
は
耐
用
年
数

が
50
年
と
さ
れ
て
お
り
市
の
公
共
下
水

道
は
供
用
開
始
か
ら
34
年
で
現
時
点
で

老
朽
管
は
な
い
。

　
既
存
下
水
道
菅
の
う
ち
、
７
０
０
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
中
口
経
か
ら
本
市
の
最

大
口
径
で
１
０
０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の

管
路
、
約
１
・
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ

い
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
目
視
に
よ
る

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
管
路
内
部
に

砂
利
や
砂
な
ど
の
堆
積
物
は
な
く
、
流

況
に
も
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

答
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
の
既

存
管
更
新
の
計
画
と
長
寿
命
化

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
か
。

問 老
朽
管
の
更
新
計
画
は

つ
い
て
も
県
内
関
係
市
町
村
と
歩
調
を

合
わ
せ
て
要
望
し
て
い
く
。

学童クラブが入る市民交流学習センター



〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜
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ここが聞きたい
一 般 質 問

財
政
調
整
基
金
は
、
災
害
な
ど

不
測
の
事
態
や
年
度
間
の
財
源

不
足
に
備
え
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
30
億
円
を
目
安

に
確
保
し
て
き
た
。
今
後
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
に
努
め
な
が
ら
、
行
政
コ

ス
ト
の
検
証
を
加
速
し
、
徹
底
し
た
歳

出
削
減
を
進
め
、
持
続
可
能
な
財
政
構

造
の
確
立
に
努
め
て
い
く
。

答
実
質
公
債
費
比
率
は
、
財
政
状

況
の
健
全
度
を
み
る
指
標
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
健
全
な
財
政
運
営
の
確

答

副会長兼幹事長　正木修一

サ
キ
ホ
コ
レ

１
　
財
政
状
況
に
つ
い
て

２
　
若
者
・
女
性
の
地
域
定
着
回
帰
に
つ
い

　
　
て

３
　
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
地
域
の

　
　
活
性
化
に
つ
い
て

４
　
農
業
施
策
に
つ
い
て

５
　
地
域
み
ら
い
遊
学
に
つ
い
て

６
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

７
　
市
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

８
　
火
災
発
生
時
な
ど
の
被
災
者
サ
ポ
ー
ト

　
　
に
つ
い
て

９
　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導
入
に
つ
い
て

10
　
学
校
給
食
高
騰
分
補
助
と
無
償
化
に
つ

　
　
い
て

質

　問

　項

　目

昨
年
の
豪
雨
災
害
な
ど
、
復
旧

対
応
に
財
政
調
整
基
金
も
有
効

に
活
用
さ
れ
、
令
和
６
年
度
末
の
残
額

は
20
億
円
程
と
な
っ
た
。
推
計
値
で
は
、

年
々
基
金
の
減
少
を
見
込
ん
で
お
り
、

財
政
運
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
。

今
後
の
取
り
組
み
は
。

問

災
害
復
旧
費
な
ど
市
債
が
増
え
、

実
質
公
債
費
比
率
の
推
計
値
が

年
々
上
昇
し
、
令
和
11
年
度
に
は
15
・

９
％
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
行
財
政
改

革
で
改
善
さ
れ
て
い
く
の
か
。

問

今
年
度
、
豪
雨
災
害
に
よ
り
作

付
け
で
き
な
か
っ
た
面
積
と
、

市
単
独
災
害
復
旧
事
業
が
有
効
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

問

昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
１

４
４
戸
83
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
作
付

け
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
市

単
独
災
害
復
旧
事
業
に
は
、
８
１
６
件

の
申
請
を
い
た
だ
き
、
そ
の
う
ち
６
６

０
件
が
工
事
完
了
し
て
い
る
。
農
家
自

身
が
自
力
で
復
旧
さ
れ
た
農
地
も
相
当

数
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
被
災
農
家
へ
の
対
応
と
し
て
、
市
の

単
独
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
も
活
用
で
き
る
よ
う
支
援
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

対
応
し
な
が
ら
、
営
農
再
開
が
早
期
に

図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

答 保
の
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革
の
徹
底

が
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

　
市
債
の
発
行
の
抑
制
に
よ
る
実
質
公

債
費
比
率
の
低
下
を
図
り
、
行
政
改
革

に
取
り
組
み
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て

い
く
。

財
政
状
況
は

農
業
施
策
は

日
本
各
地
の
公
立
高
校
の
中
か

ら
、
都
道
府
県
の
枠
を
超
え
て
、

自
分
の
興
味
、
関
心
の
あ
る
高
校
を
選

択
し
、
３
年
間
を
過
ご
す
国
内
進
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
、
来
年
度
よ
り
矢
島
高
校

が
参
加
す
る
が
詳
細
を
伺
う
。

問

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し

て
、
学
び
だ
け
で
な
く
余
暇
活

動
も
幅
広
く
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
思
い
を
込
め
て
「
遊
学
」
と
し
た
。

県
外
か
ら
一
人
で
も
多
く
入
学
い
た
だ

け
る
よ
う
、
高
校
、
地
域
と
連
携
・
協

働
の
も
と
、
矢
島
地
域
の
特
色
を
活
か

し
取
り
組
ん
で
い
く
。

答 地
域
み
ら
い
遊
学

佐々木隆一
（日本共産党）

大友孝徳
（市民の窓口）

教
育
委
員
会
は
令
和
３
年
よ
り

校
舎
建
設
に
向
け
た
基
本
設
計

に
着
手
し
て
い
る
が
、
こ
の
段
階
で
学

童
保
育
施
設
は
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
か
。

こ
の
時
点
で
は
学
校
建
設
に
か

か
る
大
枠
を
定
め
た
も
の
で
、

学
校
教
育
以
外
の
用
途
に
つ
い
て
は
考

慮
し
て
い
な
い
。

問答 本
荘
東
小
学
校
区

　学
童
保
育
施
設
に
つ
い
て

市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
改
修

案
を
最
終
的
に
説
明
し
決
定
し

た
協
議
に
は
、
誰
が
出
席
し
ど
の
よ
う

な
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
。

令
和
５
年
10
月
に
健
康
福
祉
部

か
ら
両
副
市
長
に
検
討
結
果
を

複
数
回
報
告
し
検
討
し
た
。

問答 こ
ど
も
未
来
課
の
初
動
は

異
動
は
職
員
の
能
力
や
経
験
を

生
か
し
組
織
の
効
率
的
な
運
営

を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。

　
近
年
、
異
動
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
行
わ
れ

る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
課
長
の
異
動
が

短
期
間
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
過

去
５
年
間
で
１
年
か
ら
２
年
で
異
動
に

な
っ
た
の
は
何
人
か
。
そ
の
理
由
は
い

か
が
か
。異動

は
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
対
応
や
各
課
の
業
務
量
な
ど

を
踏
ま
え
な
が
ら
本
人
の
希
望
な
ど
を

含
め
適
切
に
行
っ
て
い
る
。

　
課
長
級
の
異
動
は
令
和
７
年
度
課
長

級
71
人
の
う
ち
５
年
間
で
１
年
か
ら
２

年
で
異
動
し
た
職
員
数
は
30
人
で
各
年

度
の
人
事
異
動
方
針
に
の
っ
と
り
配
置

し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問答 市
職
員
の
動
向
と

　
　
　
　
　異
動
に
つ
い
て

政
府
が
備
蓄
米
の
放
出
に
踏
み

切
っ
て
以
降
も
米
価
が
高
騰
し

た
ま
ま
で
あ
る
。

　
事
態
を
打
開
し
全
て
の
国
民
が
安
心

し
て
米
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
は
国
の
重
大
な
責
任
で
あ
る
。

　
今
年
産
米
の
作
柄
次
第
で
は
輸
入
米

頼
み
に
な
る
事
態
も
想
定
さ
れ
る
。
よ

っ
て
増
産
を
奨
励
す
べ
き
で
あ
る
。
転

作
率
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
。
非
主
食
用

米
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
。
主
要
な
転
作

作
物
は
何
か
。

生
産
の
目
安
は
５
３
９
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
市
の
水
田
面
積
の

57
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　
水
稲
以
外
の
作
付
け
は
３
１
９
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
34
パ
ー
セ
ン
ト
。
加
工
用

米
や
飼
料
米
が
１
０
１
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
10
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
。
水
稲
以
外
は

飼
料
用
作
物
、そ
ば
、大
豆
な
ど
で
あ
る
。

　
国
に
対
し
て
は
輸
入
米
に
過
度
に
依

存
す
る
こ
と
な
く
安
定
的
に
構
築
さ
れ

る
よ
う
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
く
。

問答 米
価
高
騰
、
安
心
し
て

増
産
で
き
る
体
制
作
る
べ
き

本荘東小学校予定地から見た市民交流学習センター

こ
ど
も
未
来
課
は
教
育
民
生
常

任
委
員
会
に
対
し
令
和
６
年
３

月
議
会
に
報
告
し
、
６
月
議
会
で
改
修

実
施
設
計
委
託
料
を
上
程
し
た
際
に
、

速
や
か
な
説
明
会
の
開
催
を
約
束
し
て

い
る
が
、
そ
れ
が
11
月
28
日
ま
で
遅
延

し
た
理
由
は
何
か
。

問

保
護
者
な
ど
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
詳
細
な
図
面
が

必
要
と
判
断
し
、
10
月
に
整
っ
て
か
ら

説
明
会
を
開
催
し
た
。

答 説
明
会
の
遅
延
に
つ
い
て
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一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

9P 髙橋和子（高志会）
１．市道倉ノ下線及び市道手代線の付け替

え道路の整備について
２．鳥海ダム工事現場と宿舎間の移動等に

ついて
３．森林クレジットについて

11P 粟野希穂（立憲民主党）
１．学童クラブへ通うルートの安全対策につ

いて

２．学童クラブ設置に対する市民の声・署名

について

３．市民交流学習センターの既存利用者への

配慮について

４．今後の学童クラブ運営の在り方について

12P 小松浩一（高志会）
１．本市における地域コミュニティの維持及

び形成について
２．懸案事項等に対する市当局の対応について
３．特別な支援を要する児童の実態把握につ

いて
４．幼保小の連携について

11P 橋島達也（無所属）
１．本荘東小学校区の学童保育について

２．洋上風力について

３．由利本荘市誕生２０周年事業について

13P 阿部十全（無所属）
１．災害対策について
２．本荘東小学校区の放課後児童クラブ運営

について

12P 佐藤義之（高志会）
１．「地域の希望、秋田が全国最下位」の調査

結果について

２．成功例の自治体を参考にする人口減少対

策について

３．若い人たちや女性の意識をとらえた人口

減少対策を

４．ＥＳＧ債を発行しての資金調達について

５．所信表明の「地域活性化」にある「鳥海

山」をキラーコンテンツに位置づけた観光

振興策について

髙橋和子
（高志会）

本
体
工
事
に
入
り
５
０
０
人
以

上
の
方
々
が
移
動
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
現
在
も
通
行
量
が
増
し

住
民
へ
の
影
響
が
出
て
い
る
。

　
国
工
事
関
係
者
、
市
が
連
携
を
図
り

交
通
安
全
確
保
に
努
め
る
べ
き
。

現
在
は
、
乗
り
合
い
で
現
場
に

移
動
し
て
い
る
。
今
後
は
作
業

員
が
多
く
な
る
の
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
の
移
動
を
考
え
て
い
る
。
交
通
安
全

の
確
保
は
鳥
海
ダ
ム
工
事
事
務
所
、
工

事
関
係
者
や
地
域
住
民
と
連
携
し
、
対

策
を
協
議
す
る
。

問答 鳥
海
ダ
ム
工
事
現
場
と

　
　
　
　
　
宿
舎
の
移
動
は

峰
越
手
代
奥
山
林
道
を
拡
幅
整

備
す
べ
き
。

森
林
管
理
署
に
よ
る
と
、
現
段

階
で
拡
幅
計
画
は
な
い
。
仮
に

拡
幅
が
促
進
さ
れ
れ
ば
観
光
誘
客
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
望
む
声
も
あ
る
。

　酒
田
市
と
は
早
期
整
備
促
進
を
図
る

た
め
「
整
備
促
進
連
絡
会
議
」
を
重
ね

て
い
る
。

問答 鳥
海
山
観
光
の

　
　
　
　
　
充
実
、
進
展
を

10P 大友孝徳（市民の窓口）
１．本荘東小学校区学童保育施設に関する教

育委員会の対応について
２．こども未来課の初動について
３．説明会の遅延について
４．訴訟リスクについて
５．新築する場合の工期について
６．国・県との連携について

13P 佐藤正人（公明党）
１．住民自治と協働のまちづくりに向けて
２．骨髄移植・末梢血幹細胞移植の推進は
３．ＲＳウイルス感染症対策は
４．授乳室に「搾乳できます」の明示を
５．由利高原鉄道の観光客の利用促進を
６．高校・大学向け移動期日前投票所の開設は

6月定例会では、10人の議員が質問に立ちました。YouTube配信をQRコードよりご覧になれます。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
貢
献
、
温

暖
化
対
策
に
寄
与
す
る
制
度
で

あ
り
森
林
管
理
に
か
か
る
経
済
的
負
担

軽
減
、
財
源
確
保
に
も
つ
な
が
る
。

市
所
有
林
の
「
森
林
経
営
活
動
」

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
登
録
を
検

討
し
発
効
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
販
売

し
財
源
は
整
備
に
あ
て
る
。

　個
人
所
有
林
は
森
林
組
合
な
ど
と
連

携
し
取
り
組
め
る
よ
う
図
る
。

　新
た
な
財
源
確
保
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
指
し
、
取
り
組
み
を
推
進
す

る
。
ま
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
を
通
し

た
企
業
団
体
と
連
携
し
関
係
人
口
の
創

出
や
拡
大
に
も
取
り
組
む
。

問答 森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

　
　
　
　
　
　
活
用
す
べ
き

10P 佐々木隆一（日本共産党）
１．暴走と迷走の「トランプ関税」地域経済

への影響は
２．市職員の動向と異動について
３．米価高騰、安心して増産できる体制作る

べき
４．重点支援交付金の活用を
５．クマ対策に改正鳥獣保護法成立、実際の

運用は
６．「建築基準法の改正」と「省エネ基準」へ

の適合義務化による業者への影響は

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　市
長
に
問
う
！ 

〜

会
派
代
表
質
問

就
任
以
来
、「
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
」
こ
と
を
最
重

要
課
題
と
し
、
特
に
人
口
減
少
へ
の
対

応
と
外
貨
獲
得
に
力
を
入
れ
た
。
ま
た
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
６
つ
の
重
点
施
策
を
策
定

し
こ
れ
か
ら
の
在
る
べ
き
姿
を
示
し
た
。

　
人
口
が
減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、

市
民
一
人
一
人
が
、
心
豊
か
に
安
全
・

安
心
に
暮
ら
す
事
が
で
き
る
持
続
性
の

あ
る
町
の
実
現
に
向
け
、
着
実
に
歩
み

を
進
め
て
い
く
。

答

幹事長　松本学

市
民
の
窓
口

１
　
市
長
就
任
１
期
目
を
終
え
、
２
期
目
を

　
　
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

２
　
令
和
７
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

３
　
令
和
７
年
度
教
育
方
針
に
つ
い
て

質
　
問
　
項
　
目

市
長
自
身
が
描
く
由
利
本
荘
市

の
未
来
の
あ
る
べ
き
姿
と
、
そ

こ
に
向
か
う
べ
く
施
策
。
そ
の
施
策
が

ど
の
よ
う
に
市
民
の
福
祉
向
上
、
こ
れ

か
ら
や
っ
て
く
る
時
代
へ
の
対
応
策
と

な
る
の
か
。

市
長
就
任
１
期
目
を
終
え
、

２
期
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

問

市
政
が
生
涯
学
習
、
社
会
教
育

を
推
進
す
る
事
は
地
域
社
会
の

発
展
や
、
市
民
の
幸
福
度
を
高
め
る
の

に
非
常
に
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。

　
生
涯
学
習
、
社
会
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
、
取
り
組
み
の
実
績
、
地
域
へ
の

影
響
、
効
果
は
。

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進

問

市
民
一
人
一
人
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
豊
か
に
安
全
安
心
に

暮
ら
せ
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
互
助

に
よ
る
「
乗
り
﹇
逢
い
﹈
交
通
事
業
」
の

導
入
を
支
援
す
る
な
ど
、
各
種
施
策
を

総
合
的
に
展
開
し
、
よ
り
素
晴
ら
し
い

由
利
本
荘
市
を
目
指
す
。

答

教
育
施
策
や
市
政
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
事
を
目
的
に

実
施
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
宅
配
講
座
」
は
、

昨
年
度
の
年
間
申
込
数
97
件
、
延
べ

2
1
8
1
人
の
方
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
は
、
地

域
の
大
人
と
子
ど
も
が
共
に
学
び
地
域

の
良
さ
を
再
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
学
校
や
地
域
、
家
庭
も
一
体
と
な
っ

て
、
学
び
合
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社

会
を
豊
か
に
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

答

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
最

大
限
活
か
し
、
そ
こ
に
住
む
地

域
住
民
が
協
力
し
て
暮
ら
し
を
守
り
、

こ
れ
ま
で
の
歴
史
、
文
化
の
継
承
に
加

え
、
新
た
な
価
値
観
を
持
っ
て
豊
か
さ

を
育
み
続
け
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

　
市
民
一
人
一
人
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
心
豊
か
に
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
地
域
公
共

市
民
一
人
一
人
が
、

　
　
　
住
み
慣
れ
た
地
域
で

心
豊
か
に
安
全
安
心
に

　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

問

交
通
の
整
備
の
方
針
、
将
来
へ
の
見
通

し
は
。
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14P 泉谷赳馬（高志会）
１．公共施設等の管理、運営の方針について
２．由利橋について
３．放課後児童クラブ（学童クラブ）について
４．組織のあり方について
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一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

9P 髙橋和子（高志会）
１．市道倉ノ下線及び市道手代線の付け替

え道路の整備について
２．鳥海ダム工事現場と宿舎間の移動等に

ついて
３．森林クレジットについて

11P 粟野希穂（立憲民主党）
１．学童クラブへ通うルートの安全対策につ

いて

２．学童クラブ設置に対する市民の声・署名

について

３．市民交流学習センターの既存利用者への

配慮について

４．今後の学童クラブ運営の在り方について

12P 小松浩一（高志会）
１．本市における地域コミュニティの維持及

び形成について
２．懸案事項等に対する市当局の対応について
３．特別な支援を要する児童の実態把握につ

いて
４．幼保小の連携について

11P 橋島達也（無所属）
１．本荘東小学校区の学童保育について

２．洋上風力について

３．由利本荘市誕生２０周年事業について

13P 阿部十全（無所属）
１．災害対策について
２．本荘東小学校区の放課後児童クラブ運営

について

12P 佐藤義之（高志会）
１．「地域の希望、秋田が全国最下位」の調査

結果について

２．成功例の自治体を参考にする人口減少対

策について

３．若い人たちや女性の意識をとらえた人口

減少対策を

４．ＥＳＧ債を発行しての資金調達について

５．所信表明の「地域活性化」にある「鳥海

山」をキラーコンテンツに位置づけた観光

振興策について

髙橋和子
（高志会）

本
体
工
事
に
入
り
５
０
０
人
以

上
の
方
々
が
移
動
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
現
在
も
通
行
量
が
増
し

住
民
へ
の
影
響
が
出
て
い
る
。

　
国
工
事
関
係
者
、
市
が
連
携
を
図
り

交
通
安
全
確
保
に
努
め
る
べ
き
。

現
在
は
、
乗
り
合
い
で
現
場
に

移
動
し
て
い
る
。
今
後
は
作
業

員
が
多
く
な
る
の
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
の
移
動
を
考
え
て
い
る
。
交
通
安
全

の
確
保
は
鳥
海
ダ
ム
工
事
事
務
所
、
工

事
関
係
者
や
地
域
住
民
と
連
携
し
、
対

策
を
協
議
す
る
。

問答 鳥
海
ダ
ム
工
事
現
場
と

　
　
　
　
　
宿
舎
の
移
動
は

峰
越
手
代
奥
山
林
道
を
拡
幅
整

備
す
べ
き
。

森
林
管
理
署
に
よ
る
と
、
現
段

階
で
拡
幅
計
画
は
な
い
。
仮
に

拡
幅
が
促
進
さ
れ
れ
ば
観
光
誘
客
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
望
む
声
も
あ
る
。

　酒
田
市
と
は
早
期
整
備
促
進
を
図
る

た
め
「
整
備
促
進
連
絡
会
議
」
を
重
ね

て
い
る
。

問答 鳥
海
山
観
光
の

　
　
　
　
　
充
実
、
進
展
を

10P 大友孝徳（市民の窓口）
１．本荘東小学校区学童保育施設に関する教

育委員会の対応について
２．こども未来課の初動について
３．説明会の遅延について
４．訴訟リスクについて
５．新築する場合の工期について
６．国・県との連携について

13P 佐藤正人（公明党）
１．住民自治と協働のまちづくりに向けて
２．骨髄移植・末梢血幹細胞移植の推進は
３．ＲＳウイルス感染症対策は
４．授乳室に「搾乳できます」の明示を
５．由利高原鉄道の観光客の利用促進を
６．高校・大学向け移動期日前投票所の開設は

6月定例会では、10人の議員が質問に立ちました。YouTube配信をQRコードよりご覧になれます。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
貢
献
、
温

暖
化
対
策
に
寄
与
す
る
制
度
で

あ
り
森
林
管
理
に
か
か
る
経
済
的
負
担

軽
減
、
財
源
確
保
に
も
つ
な
が
る
。

市
所
有
林
の
「
森
林
経
営
活
動
」

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
登
録
を
検

討
し
発
効
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
販
売

し
財
源
は
整
備
に
あ
て
る
。

　個
人
所
有
林
は
森
林
組
合
な
ど
と
連

携
し
取
り
組
め
る
よ
う
図
る
。

　新
た
な
財
源
確
保
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
指
し
、
取
り
組
み
を
推
進
す

る
。
ま
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
を
通
し

た
企
業
団
体
と
連
携
し
関
係
人
口
の
創

出
や
拡
大
に
も
取
り
組
む
。

問答 森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

　
　
　
　
　
　
活
用
す
べ
き

10P 佐々木隆一（日本共産党）
１．暴走と迷走の「トランプ関税」地域経済

への影響は
２．市職員の動向と異動について
３．米価高騰、安心して増産できる体制作る

べき
４．重点支援交付金の活用を
５．クマ対策に改正鳥獣保護法成立、実際の

運用は
６．「建築基準法の改正」と「省エネ基準」へ

の適合義務化による業者への影響は

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　市
長
に
問
う
！ 

〜

会
派
代
表
質
問

就
任
以
来
、「
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
」
こ
と
を
最
重

要
課
題
と
し
、
特
に
人
口
減
少
へ
の
対

応
と
外
貨
獲
得
に
力
を
入
れ
た
。
ま
た
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
６
つ
の
重
点
施
策
を
策
定

し
こ
れ
か
ら
の
在
る
べ
き
姿
を
示
し
た
。

　
人
口
が
減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、

市
民
一
人
一
人
が
、
心
豊
か
に
安
全
・

安
心
に
暮
ら
す
事
が
で
き
る
持
続
性
の

あ
る
町
の
実
現
に
向
け
、
着
実
に
歩
み

を
進
め
て
い
く
。

答

幹事長　松本学

市
民
の
窓
口

１
　
市
長
就
任
１
期
目
を
終
え
、
２
期
目
を

　
　
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

２
　
令
和
７
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

３
　
令
和
７
年
度
教
育
方
針
に
つ
い
て

質
　
問
　
項
　
目

市
長
自
身
が
描
く
由
利
本
荘
市

の
未
来
の
あ
る
べ
き
姿
と
、
そ

こ
に
向
か
う
べ
く
施
策
。
そ
の
施
策
が

ど
の
よ
う
に
市
民
の
福
祉
向
上
、
こ
れ

か
ら
や
っ
て
く
る
時
代
へ
の
対
応
策
と

な
る
の
か
。

市
長
就
任
１
期
目
を
終
え
、

２
期
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

問

市
政
が
生
涯
学
習
、
社
会
教
育

を
推
進
す
る
事
は
地
域
社
会
の

発
展
や
、
市
民
の
幸
福
度
を
高
め
る
の

に
非
常
に
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。

　
生
涯
学
習
、
社
会
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
、
取
り
組
み
の
実
績
、
地
域
へ
の

影
響
、
効
果
は
。

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進

問

市
民
一
人
一
人
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
豊
か
に
安
全
安
心
に

暮
ら
せ
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
互
助

に
よ
る
「
乗
り
﹇
逢
い
﹈
交
通
事
業
」
の

導
入
を
支
援
す
る
な
ど
、
各
種
施
策
を

総
合
的
に
展
開
し
、
よ
り
素
晴
ら
し
い

由
利
本
荘
市
を
目
指
す
。

答

教
育
施
策
や
市
政
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
事
を
目
的
に

実
施
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
宅
配
講
座
」
は
、

昨
年
度
の
年
間
申
込
数
97
件
、
延
べ

2
1
8
1
人
の
方
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
は
、
地

域
の
大
人
と
子
ど
も
が
共
に
学
び
地
域

の
良
さ
を
再
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
学
校
や
地
域
、
家
庭
も
一
体
と
な
っ

て
、
学
び
合
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社

会
を
豊
か
に
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

答

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
最

大
限
活
か
し
、
そ
こ
に
住
む
地

域
住
民
が
協
力
し
て
暮
ら
し
を
守
り
、

こ
れ
ま
で
の
歴
史
、
文
化
の
継
承
に
加

え
、
新
た
な
価
値
観
を
持
っ
て
豊
か
さ

を
育
み
続
け
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

　
市
民
一
人
一
人
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
心
豊
か
に
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
地
域
公
共

市
民
一
人
一
人
が
、

　
　
　
住
み
慣
れ
た
地
域
で

心
豊
か
に
安
全
安
心
に

　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

問

交
通
の
整
備
の
方
針
、
将
来
へ
の
見
通

し
は
。
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14P 泉谷赳馬（高志会）
１．公共施設等の管理、運営の方針について
２．由利橋について
３．放課後児童クラブ（学童クラブ）について
４．組織のあり方について



〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

610由利本荘市議会だより  令和７年／2025年8月1日発行由利本荘市議会だより  第81号（6月定例会）7

ここが聞きたい
一 般 質 問

財
政
調
整
基
金
は
、
災
害
な
ど

不
測
の
事
態
や
年
度
間
の
財
源

不
足
に
備
え
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
30
億
円
を
目
安

に
確
保
し
て
き
た
。
今
後
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
に
努
め
な
が
ら
、
行
政
コ

ス
ト
の
検
証
を
加
速
し
、
徹
底
し
た
歳

出
削
減
を
進
め
、
持
続
可
能
な
財
政
構

造
の
確
立
に
努
め
て
い
く
。

答
実
質
公
債
費
比
率
は
、
財
政
状

況
の
健
全
度
を
み
る
指
標
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
健
全
な
財
政
運
営
の
確

答

副会長兼幹事長　正木修一

サ
キ
ホ
コ
レ

１
　
財
政
状
況
に
つ
い
て

２
　
若
者
・
女
性
の
地
域
定
着
回
帰
に
つ
い

　
　
て

３
　
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
地
域
の

　
　
活
性
化
に
つ
い
て

４
　
農
業
施
策
に
つ
い
て

５
　
地
域
み
ら
い
遊
学
に
つ
い
て

６
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

７
　
市
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

８
　
火
災
発
生
時
な
ど
の
被
災
者
サ
ポ
ー
ト

　
　
に
つ
い
て

９
　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導
入
に
つ
い
て

10
　
学
校
給
食
高
騰
分
補
助
と
無
償
化
に
つ

　
　
い
て

質

　問

　項

　目

昨
年
の
豪
雨
災
害
な
ど
、
復
旧

対
応
に
財
政
調
整
基
金
も
有
効

に
活
用
さ
れ
、
令
和
６
年
度
末
の
残
額

は
20
億
円
程
と
な
っ
た
。
推
計
値
で
は
、

年
々
基
金
の
減
少
を
見
込
ん
で
お
り
、

財
政
運
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
。

今
後
の
取
り
組
み
は
。

問

災
害
復
旧
費
な
ど
市
債
が
増
え
、

実
質
公
債
費
比
率
の
推
計
値
が

年
々
上
昇
し
、
令
和
11
年
度
に
は
15
・

９
％
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
行
財
政
改

革
で
改
善
さ
れ
て
い
く
の
か
。

問

今
年
度
、
豪
雨
災
害
に
よ
り
作

付
け
で
き
な
か
っ
た
面
積
と
、

市
単
独
災
害
復
旧
事
業
が
有
効
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

問

昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
１

４
４
戸
83
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
作
付

け
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
市

単
独
災
害
復
旧
事
業
に
は
、
８
１
６
件

の
申
請
を
い
た
だ
き
、
そ
の
う
ち
６
６

０
件
が
工
事
完
了
し
て
い
る
。
農
家
自

身
が
自
力
で
復
旧
さ
れ
た
農
地
も
相
当

数
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
被
災
農
家
へ
の
対
応
と
し
て
、
市
の

単
独
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
も
活
用
で
き
る
よ
う
支
援
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

対
応
し
な
が
ら
、
営
農
再
開
が
早
期
に

図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

答 保
の
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革
の
徹
底

が
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

　
市
債
の
発
行
の
抑
制
に
よ
る
実
質
公

債
費
比
率
の
低
下
を
図
り
、
行
政
改
革

に
取
り
組
み
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て

い
く
。

財
政
状
況
は

農
業
施
策
は

日
本
各
地
の
公
立
高
校
の
中
か

ら
、
都
道
府
県
の
枠
を
超
え
て
、

自
分
の
興
味
、
関
心
の
あ
る
高
校
を
選

択
し
、
３
年
間
を
過
ご
す
国
内
進
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
、
来
年
度
よ
り
矢
島
高
校

が
参
加
す
る
が
詳
細
を
伺
う
。

問

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し

て
、
学
び
だ
け
で
な
く
余
暇
活

動
も
幅
広
く
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
思
い
を
込
め
て
「
遊
学
」
と
し
た
。

県
外
か
ら
一
人
で
も
多
く
入
学
い
た
だ

け
る
よ
う
、
高
校
、
地
域
と
連
携
・
協

働
の
も
と
、
矢
島
地
域
の
特
色
を
活
か

し
取
り
組
ん
で
い
く
。

答 地
域
み
ら
い
遊
学

佐々木隆一
（日本共産党）

大友孝徳
（市民の窓口）

教
育
委
員
会
は
令
和
３
年
よ
り

校
舎
建
設
に
向
け
た
基
本
設
計

に
着
手
し
て
い
る
が
、
こ
の
段
階
で
学

童
保
育
施
設
は
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
か
。

こ
の
時
点
で
は
学
校
建
設
に
か

か
る
大
枠
を
定
め
た
も
の
で
、

学
校
教
育
以
外
の
用
途
に
つ
い
て
は
考

慮
し
て
い
な
い
。

問答 本
荘
東
小
学
校
区

　学
童
保
育
施
設
に
つ
い
て

市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
改
修

案
を
最
終
的
に
説
明
し
決
定
し

た
協
議
に
は
、
誰
が
出
席
し
ど
の
よ
う

な
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
。

令
和
５
年
10
月
に
健
康
福
祉
部

か
ら
両
副
市
長
に
検
討
結
果
を

複
数
回
報
告
し
検
討
し
た
。

問答 こ
ど
も
未
来
課
の
初
動
は

異
動
は
職
員
の
能
力
や
経
験
を

生
か
し
組
織
の
効
率
的
な
運
営

を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。

　
近
年
、
異
動
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
行
わ
れ

る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
課
長
の
異
動
が

短
期
間
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
過

去
５
年
間
で
１
年
か
ら
２
年
で
異
動
に

な
っ
た
の
は
何
人
か
。
そ
の
理
由
は
い

か
が
か
。異動

は
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
対
応
や
各
課
の
業
務
量
な
ど

を
踏
ま
え
な
が
ら
本
人
の
希
望
な
ど
を

含
め
適
切
に
行
っ
て
い
る
。

　
課
長
級
の
異
動
は
令
和
７
年
度
課
長

級
71
人
の
う
ち
５
年
間
で
１
年
か
ら
２

年
で
異
動
し
た
職
員
数
は
30
人
で
各
年

度
の
人
事
異
動
方
針
に
の
っ
と
り
配
置

し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問答 市
職
員
の
動
向
と

　
　
　
　
　異
動
に
つ
い
て

政
府
が
備
蓄
米
の
放
出
に
踏
み

切
っ
て
以
降
も
米
価
が
高
騰
し

た
ま
ま
で
あ
る
。

　
事
態
を
打
開
し
全
て
の
国
民
が
安
心

し
て
米
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
は
国
の
重
大
な
責
任
で
あ
る
。

　
今
年
産
米
の
作
柄
次
第
で
は
輸
入
米

頼
み
に
な
る
事
態
も
想
定
さ
れ
る
。
よ

っ
て
増
産
を
奨
励
す
べ
き
で
あ
る
。
転

作
率
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
。
非
主
食
用

米
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
。
主
要
な
転
作

作
物
は
何
か
。

生
産
の
目
安
は
５
３
９
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
市
の
水
田
面
積
の

57
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　
水
稲
以
外
の
作
付
け
は
３
１
９
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
34
パ
ー
セ
ン
ト
。
加
工
用

米
や
飼
料
米
が
１
０
１
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
10
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
。
水
稲
以
外
は

飼
料
用
作
物
、そ
ば
、大
豆
な
ど
で
あ
る
。

　
国
に
対
し
て
は
輸
入
米
に
過
度
に
依

存
す
る
こ
と
な
く
安
定
的
に
構
築
さ
れ

る
よ
う
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
く
。

問答 米
価
高
騰
、
安
心
し
て

増
産
で
き
る
体
制
作
る
べ
き

本荘東小学校予定地から見た市民交流学習センター

こ
ど
も
未
来
課
は
教
育
民
生
常

任
委
員
会
に
対
し
令
和
６
年
３

月
議
会
に
報
告
し
、
６
月
議
会
で
改
修

実
施
設
計
委
託
料
を
上
程
し
た
際
に
、

速
や
か
な
説
明
会
の
開
催
を
約
束
し
て

い
る
が
、
そ
れ
が
11
月
28
日
ま
で
遅
延

し
た
理
由
は
何
か
。

問

保
護
者
な
ど
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
詳
細
な
図
面
が

必
要
と
判
断
し
、
10
月
に
整
っ
て
か
ら

説
明
会
を
開
催
し
た
。

答 説
明
会
の
遅
延
に
つ
い
て
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会
派
代
表
質
問

粟野希穂
（立憲民主党）

橋島達也
（無所属）

今
後
、
利
用
す
る
保
護
者
や
地

域
の
声
を
丁
寧
に
受
け
止
め
な

が
ら
、
施
設
の
運
営
に
反
映
し
て
い
く

と
い
う
姿
勢
は
あ
る
の
か
。

運
営
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

行
う
こ
と
に
よ
り
ニ
ー
ズ
を
受

け
止
め
、
よ
り
良
い
学
童
ク
ラ
ブ
運
営

と
施
設
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
繋

が
る
よ
う
柔
軟
な
対
応
を
進
め
て
い
く
。

問答 今
後
の
学
童
ク
ラ
ブ
運
営
の

　
　
　
　
　
　
　
在
り
方
は

２
０
０
０
人
を
超
え
る
署
名
を

市
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

今
後
の
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

意
見
や
懸
念
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
つ
つ
、
令
和
８
年
４
月
の

学
童
ク
ラ
ブ
開
設
に
向
け
、
皆
様
に
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
安
全

対
策
に
配
慮
し
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問答

今
後
、
説
明
会
や
安
全
対
策
に

関
す
る
協
議
会
の
実
施
予
定
、

代
替
地
の
再
検
討
の
可
能
性
は
。

今
後
、
説
明
会
開
催
の
予
定
は

な
い
が
、
本
荘
東
小
学
校
学
童

ク
ラ
ブ
に
関
す
る
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
随
時
発
信
し
て
い
く
。
ま
た
、

学
童
保
育
施
設
の
新
設
は
総
合
的
に
考

慮
す
る
と
困
難
で
あ
る
。

問答

本
荘
東
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ

問
題
の
近
隣
住
民
や

　
　
　
保
護
者
へ
の
対
応
は

全
体
予
算
２
６
０
０
万
円
で
、

ど
の
く
ら
い
の
経
済
効
果
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

記
念
事
業
な
ど
に
伴
う
経
済
波

及
効
果
と
し
て
、
一
定
の
条
件

を
前
提
に
試
算
す
る
と
、
全
体
で
約
３

２
０
０
万
円
の
波
及
効
果
を
見
込
ん
で

い
る
。

問答 由
利
本
荘
市
誕
生
20
周
年

　
　
　
　
　
　事
業
の
予
算

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
再

整
備
と
そ
の
周
知
徹
底
や
「
学

童
注
意
」「
児
童
多
し
注
意
」
な
ど
の

注
意
喚
起
表
示
や
看
板
の
整
備
な
ど
、

よ
り
充
実
し
た
安
全
対
策
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
委
員
会
、
学
校
、
道
路
管

理
者
、
警
察
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
、
危
険
箇
所
の
改
善
と
把
握

に
努
め
て
い
く
。

問答 学
童
ク
ラ
ブ
へ
通
う

　
　
ル
ー
ト
の
安
全
対
策
は

２
０
０
０
筆
を
超
え
る
署
名
の

提
出
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
意
見
や
懸

念
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
つ
つ
、
開

設
に
向
け
、
保
護
者
や
児
童
、
施
設
利

用
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
安

問答 学
童
ク
ラ
ブ
設
置
に
対
す
る

市
民
の
声
と
署
名
に
つ
い
て

全
対
策
な
ど
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
整

備
を
進
め
て
い
く
。

既
存
利
用
者
の
声
に
も
耳
を
傾

け
、
共
存
で
き
る
改
修
を
し
て

い
く
姿
勢
は
あ
る
の
か
。

市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
改

修
に
あ
た
り
、
既
存
利
用
者
に

対
し
、
改
修
計
画
の
詳
細
を
早
期
に
知

ら
せ
、
安
心
し
て
活
動
を
継
続
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
る
。
市
民
に
と

っ
て
、
魅
力
あ
る
学
び
や
交
流
の
場

と
し
て
、

よ
り
良

い
施
設

と
な
る

よ
う
尽

力
す
る
。

問答 既
存
利
用
者
へ
の
配
慮
は

市民交流学習センター正面

本
市
沖
洋
上
風
力
発
電
事
業
者

が
事
業
性
の
再
評
価
を
行
っ
て

い
る
が
、
そ
の
事
で
計
画
に
つ
い
て
変

更
な
ど
は
あ
る
の
か
。

再
評
価
の
結
果
が
夏
頃
ま
で
に

公
表
さ
れ
る
。
ど
の
様
な
対
応

方
針
が
示
さ
れ
る
の
か
、
事
業
者
の
方

針
決
定
を
注
視
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問答 洋
上
風
力
発
電
の
建
設
は

会長　高橋信雄

高
　
志
　
会

１
　
令
和
７
年
度
予
算
に
つ
い
て

２
　
若
者
・
女
性
の
地
域
定
着
回
帰
と
切
れ

　
　
目
の
な
い
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

３
　
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
関
係
人
口

　
　
の
拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い

　
　
て

４
　
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
住
み
慣
れ
た

　
　
地
域
で
心
豊
か
に
安
全
安
心
に
暮
ら
せ

　
　
る
ま
ち
づ
く
り

５
　
教
育
課
題
に
つ
い
て

６
　
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
の
更
新
事
業

　
　
と
持
続
可
能
性
に
つ
い
て

質
　
問
　
項
　
目

年
々
厳
し
さ
を
増
す
財
政
運
営
。

財
政
調
整
基
金
は
30
億
円
ほ
ど

は
確
保
し
た
い
。
市
債
残
高
の
増
加
は

合
併
特
例
債
の
残
高
が
大
き
く
、
学
校

建
設
の
大
型
事
業
や
災
害
復
旧
も
大
き

く
影
響
し
て
い
る
。
人
口
減
少
と
財
政

規
模
の
縮
小
に
見
合
っ
た
組
織
の
ス
リ

ム
化
、
行
財
政
改
革
を
加
速
さ
せ
な
が

ら
市
民
生
活
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
て
い
く
。

答
厳
し
い
財
政
運
営
と
課
題
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
運
営
を
図

っ
て
い
く
か
。

問 令
和
７
年
度
予
算
と

　
　
　
財
政
課
題
に
つ
い
て

生
産
の
目
安
は
3
％
増
の
5
3

9
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
た
。
基

本
的
に
は
「
確
実
な
需
要
に
基
づ
い
た

生
産
を
行
う
」。
国
の
動
向
を
注
視
し
、

必
要
な
支
援
を
講
じ
て
い
く
。
酒
米
に

答
農
業
対
策
に
つ
い
て
。
今
年
の

主
食
用
米
の
作
付
け
と
特
産
で
あ

る
酒
米
な
ど
の
確
保
に
つ
い
て
対
策
は
。

問 今
年
の
コ
メ
の
生
産
は

基
本
的
に
は
各
学
校
で
使
用
さ

れ
て
い
る
備
品
を
有
効
に
活
用

す
る
。
引
っ
越
し
に
よ
る
負
担
軽
減
も

図
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
今
年
度
夏
に
機

器
の
更
新
を
行
う
。
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
長
年
愛
さ
れ
て
き
た
校
舎
の
姿
、

授
業
や
行
事
の
様
子
な
ど
も
映
像
と
し

て
記
録
・
保
存
も
視
野
に
協
議
し
適
切

に
対
応
し
て
い
く
。

答
統
合
小
学
校
の
準
備
に
つ
い
て
、

備
品
の
準
備
と
閉
校
の
進
め
方

は
。 問 統

合
小
の

　
　
　
ス
ム
ー
ズ
な
準
備
を

水
道
管
に
つ
い
て
は
耐
用
年
数

で
あ
る
40
年
を
経
過
し
た
も
の

が
老
朽
管
と
さ
れ
、
本
市
水
道
管
の
総

延
長
1
2
3
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、

老
朽
管
は
2
4
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
老

朽
化
率
は
20
・
0
％
。
更
新
に
あ
た
っ

て
は
重
要
施
設
や
重
要
な
送
水
管
な
ど

を
優
先
し
、
可
能
な
限
り
道
路
改
良
工

事
な
ど
と
の
同
時
施
工
を
図
り
費
用
縮

減
に
努
め
る
。
下
水
道
管
は
耐
用
年
数

が
50
年
と
さ
れ
て
お
り
市
の
公
共
下
水

道
は
供
用
開
始
か
ら
34
年
で
現
時
点
で

老
朽
管
は
な
い
。

　
既
存
下
水
道
菅
の
う
ち
、
７
０
０
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
中
口
経
か
ら
本
市
の
最

大
口
径
で
１
０
０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の

管
路
、
約
１
・
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ

い
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
目
視
に
よ
る

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
管
路
内
部
に

砂
利
や
砂
な
ど
の
堆
積
物
は
な
く
、
流

況
に
も
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

答
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
の
既

存
管
更
新
の
計
画
と
長
寿
命
化

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
か
。

問 老
朽
管
の
更
新
計
画
は

つ
い
て
も
県
内
関
係
市
町
村
と
歩
調
を

合
わ
せ
て
要
望
し
て
い
く
。

学童クラブが入る市民交流学習センター
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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐藤義之
（高志会）

小松浩一
（高志会）

地
域
の
方
々
に
説
明
も
な
い
ま

ま
ま
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
定

期
発
行
中
止
に
至
っ
た
の
か
。

問

市
広
報
や
他
の
配
布
物
と
の
内

容
の
重
複
が
あ
る
な
ど
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
の
形
骸
化
に
加
え
、
発

行
業
務
の
た
め
の
残
業
な
ど
の
状
況
か

ら
定
期
発
行
の
中
止
と
し
た
。
令
和
７

年
度
以
降
は
、
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

独
自
に
お
知
ら
せ
な
ど
を
発
行
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

答 総
合
支
所
だ
よ
り
・
公
民
館

だ
よ
り
の
定
期
発
行
中
止

市
民
生
活
に
お
け
る
重
要
な
事

案
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
部
署

と
の
連
携
が
と
れ
る
よ
う
な
組
織
の
シ

ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く

の
か
。

問 懸
案
事
項
な
ど
へ
の

　市
当
局
の
対
応
の
在
り
方

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
将
来
へ
明

る
い
希
望
を
持
て
る
社
会
構
築
を
ど
う

考
え
る
か
。

市
民
が
将
来
に
希
望
が
持
て
な

い
状
況
に
陥
る
こ
と
は
、
市
長

と
し
て
不
本
意
で
あ
り
、
た
と
え
人
口

減
少
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
市
が
持
続

的
な
発
展
を
し
て
い
け
る
よ
う
な
、
市

民
の
希
望
に
つ
な
が
る
施
策
の
立
案
が

強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
、
改
め
て
思

い
を
巡
ら
せ
て
い
る
。

　
そ
の
足
が
か
り
と
し
て
、
今
年
度
、

デ
ジ
タ
ル
庁
が
推
奨
し
て
い
る
「
地
域

幸
福
度
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
」
を

活
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

今
後
の
施
策
立
案
に
生
か
し
、
希
望
あ

る
地
域
社
会
の
実
現
に
繋
げ
て
い
く
。

問答 地
域
の
希
望
、
秋
田
が

全
国
最
下
位
の
調
査
結
果
か
ら

各
自
治
体
間
の
観
光
振
興
に
お

け
る
厳
し
い
競
争
を
勝
ち
抜
く

た
め
の
Ｐ
Ｒ
の
取
り
組
み
と
、
交
流
人

口
・
関
係
人
口
を
増
や
す
た
め
の
施
策

は
。

「
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
景

色
」
や
「
こ
こ
で
し
か
味
わ
え

な
い
体
験
」
な
ど
の
特
別
感
を
打
ち
出

し
た
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
、

観
光
客
を
呼
び
込
み
、
ひ
い
て
は
交
流

人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
に
繋
が
る
施

策
に
な
り
得
る
と
考
え
る
。

問答
「
鳥
海
山
」
を

キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
に

位
置
づ
け
た
観
光
振
興
策
は

い
わ
ゆ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ

る
指
示
・
命
令
を
待
つ
こ
と
な

く
、
自
発
的
に
互
い
に
連
携
し
協
力
し

合
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
組
織
が
理
想
で
あ
る
。
人
材
育
成

は
も
と
よ
り
、
組
織
力
向
上
の
た
め
の

研
修
な
ど
を
行
い
、
機
能
的
に
対
応
で

き
る
高
い
総
合
力
を
も
つ
組
織
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
。

答

国
の
五
歳
児
健
診
へ
の
支
援
強

化
策
を
受
け
、
さ
ら
な
る
実
態

把
握
の
充
実
が
図
ら
れ
る
も
の
か
。

問

こ
ど
も
家
庭
庁
が
補
助
対
象
事

業
と
す
る
医
師
の
診
断
を
含
ん

だ
５
歳
児
健
診
に
つ
い
て
は
、
医
師
会

と
協
議
し
、
将
来
的
に
取
り
組
ん
で
い

け
る
よ
う
健
診
体
制
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
。

答 特
別
な
支
援
を
要
す
る

　児
童
の
実
態
把
握
の
充
実

●委員会発案第１号

　地方財政の充実・強化を国に求める意見書の提出に

　ついて

委 員 会 発 案 可決

意見書提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣
国土交通大臣　デジタル大臣
内閣府特命担当大臣（こども政策 少子化対策
若者活躍 男女共同参画 共生・共助）

●委員会発案第２号

　豊かな学びの実現及び教職員定数改善並びに義務教育費

　国庫負担割合引き上げを国に求める意見書の提出について

意見書提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
総務大臣　財務大臣　文部科学大臣

●議員発案４号
　市長の専決処分事項の指定について

議員発案（主なもの） 可決

●議案第９４号一般会計補正予算（第３号）
のうち、本荘東小学校区放課後児童対策事業費に関
する補正予算案に対して、関係する歳入歳出予算を
削除する修正動議が２人の議員から提出されました。
修正案に対しての質疑の後に、賛成の立場から２人
の議員が、反対の立場からも２人の議員が討論を行
い、採決では、賛成５人、反対１６人で否決。その後、
原案の採決が行われ、賛成１６人、反対５人で可決
されました。

修　正　動　議 否決

※修正動議：議案９４号一般会計補正予算（第３号）のうち、放課後児童対策事業費を削除する修正案
※議案９４号一般会計補正予算（第３号）：物価高騰対策、災害情報伝達装置管理事業関連予算ほか
※陳情第１号：継続審査中の「選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提出についての陳情」について、なお継続審査とするかの採決
※長沼久利議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※共産党：日本共産党　立民党：立憲民主党

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
共
産
党

公
明
党

無
所
属

立
民
党

表
決
数

議

　決

　結

　果

高　　　志　　　会 市民の窓口サキホコレ
会派・
議員名

案件名

否　決

可　決

継続審査

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

橋
島

　達
也

阿
部

　十
全

粟
野

　希
穂

佐
藤

　正
人

佐
々
木
隆
一

松
本

　
　学

大
友

　孝
徳

正
木

　修
一

三
浦

　
　晃

長
沼

　久
利

渡
部

　聖
一

伊
藤

　順
男

吉
田

　朋
子

泉
谷

　赳
馬

小
松

　浩
一

佐
藤

　健
司

三
浦

　秀
雄

堀
井
新
太
郎

甫
仮

　貴
子

佐
藤

　義
之

髙
橋

　和
子

高
橋

　信
雄

○○○××○○××－××××××××××××

×××○○××○○－○○○○○○○○○○○○

○○×○×○×○○－○○○○○○○○○○○○陳情第１号
（継続審査中）

１６

５

３

５

１６

１６

○：賛成　×：反対

修正動議　議案９４号一般会計
補正予算（第３号）修正案

議案９４号一般会計補正予算
（第３号）原案

請願・陳情結果

みなし不採択

○請願第１号

　本荘東小学校区学童保育施設を小学校敷地内へ設

　置することを由利本荘市に求める請願

本荘東小学校学童保育施設を案ずる保護者の会

代表　加藤 明

紹介議員　大友孝徳　阿部十全　松本学

　橋島達也　粟野希穂

（この請願については議案第９４号一般会計補正予算

（第３号）のうち本荘東小学校区放課後児童対策事業

費と密接に関連しているため、議案第９４号の可決に

より、みなし不採択となりました。）

継続審査

○陳情第１号（継続審査中）

　選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提

　出についての陳情

秋田弁護士会　会長　石田英憲

採　　択

○請願第２号

　地方財政の充実・強化を国に求める意見書提出に

　ついての請願

連合秋田本荘地域協議会　議長　清野英之

紹介議員　粟野希穂 

○陳情第４号

　豊かな学びの実現及び教職員定数改善並びに義務

　教育費国庫負担割合引上げを図るための２０２６年

　度政府予算に係る意見書提出についての陳情

秋田県教職員組合 執行委員長 小林久美子

花立高原コテージ
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ここが聞きたい
一 般 質 問

4月臨時会4月臨時会

6月定例会6月定例会

人　事　案　件

■副市長の選任（任期：４年）

　佐々木　　　司　氏（再任）本荘地域裏尾崎町
さ き つかささ

同意

人　事　案　件

■副市長の選任（任期：４年）

　三　森　　　隆　氏（再任）鳥海地域伏見
■教育委員会委員（任期：４年）

　佐　藤　道　昭　氏（再任）本荘地域花畑町一丁目

みつ もり たかし

さ とう どう しょう

同意

●道の駅施設等運営事業（黄桜温泉「湯楽里」）

　２９４０万２千円
●学校維持補修事業（本荘南中学校の空調設備更新修繕）

　１１００万円

一般会計補正予算（主なもの） 可決

●市職員の勤務時間、休暇等に関する条例

　の一部を改正する条例

●特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

　営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

●特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す

　る条例の一部を改正する条例

条例関係（主なもの） 可決

◆６災２８６号１級市道袖山線

　道路災害復旧工事請負契約の締結について

　契約金額：１億６０６０万円
　契約の相手方：山科建設・三浦土木特定建設工事共同企業体
◆市道薬師堂25号線他道路改良工事請負契約の締結

　について

　契約金額：２億９３７０万円
　契約の相手方：村岡建設工業株式会社
◆市立本荘東小学校外構整備工事請負契約の締結に

　ついて

　契約金額：３億３７７０万円
　契約の相手方：長田建設株式会社
◆市立本荘東小学校グラウンド整備工事請負契約の

　締結について

　契約金額：２億５４１０万円
　契約金額：香楽園・菊地・エコシビル特定建設工事共同企業体

契約関係（主なもの） 可決

阿部十全
（無所属）

佐藤正人
（公明党）

若
年
層
の
政
治
参
加
が
増
え
、

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
投

票
率
の
低
い
こ
と
が
残
念
。
移
動
期
日

前
投
票
所
を
開
設
し
た
ら
ど
う
か
。

４
月
６
日
県
知
事
選
挙
の
十
代

の
投
票
率
は
32
・
00
％
で
、
市

全
体
の
投
票
率
58
・
32
％
と
比
較
す

る
と
、
そ
の
差
は
26
・
32
ポ
イ
ン
ト
で

あ
り
、
較
差
は
大
き
い
。
高
校
・
大
学

へ
の
移
動
期
日
前
投
票
所
は
、
投
票
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
だ
け
で
な
く
、

主
権
者
教
育
に
も
役
立
つ
も
の
と
考
え

て
お
り
、
投
票
へ
の
参
加
、
政
治
へ
の

参
加
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
７
月
の
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
る
。

問答 高
校
・
大
学
向
け
移
動

　期
日
前
投
票
所
の
開
設
は

行
政
事
業
の
最
終
目
的
は
住
民

の
福
祉
向
上
だ
と
思
う
。
住
民

自
治
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
市
民
が
由

利
本
荘
市
に
暮
ら
し
、
一
体
感
と
な
る

よ
う
な
市
民
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
あ
れ
ば
い

い
と
感
じ
る
が
。

行
政
と
市
民
が
お
互
い
の
立
場

を
理
解
し
な
が
ら
、
尊
重
し
あ

え
る
よ
う
な
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
、

大
変
重
要
で
あ
り
、
市
政
運
営
の
質
的

な
向
上
を
図
る
た
め
に
も
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
る
。
策
定
中
の
次
期
総
合
計

画
に
お
い
て
は
、
市
民
に
身
近
で
、
目

指
す
と
こ
ろ
を
分
か
り
や
す
く
示
す
と

と
も
に
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
な
り
得
る

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
検
討
し
な
が
ら
、
一

体
感
の
醸
成
に
も
努
め
て
い
く
。

問答 住
民
自
治
と
協
働
の

　
　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
を

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示
さ
れ
た

危
険
箇
所
の
確
認
、
住
民
の
居

宅
調
査
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

「
我
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
活
用
を
お
願
い
す
る
。
ご
家

族
・
地
域
で
し
っ
か
り
と
危
険
な
場
所

な
ど
を
確
認
し
、
学
校
や
職
場
を
想
定

し
な
が
ら
、
互
い
の
連
絡
方
法
や
避
難

先
、
避
難
ル
ー
ト
な
ど
日
頃
よ
り
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問答

自
主
防
災
組
織
の
強
化
と
若
返

り
化
の
た
め
、
市
が
関
与
す
る

考
え
は
な
い
か
。

秋
田
県
防
災
士
養
成
事
業
を
活

用
し
、
防
災
士
の
資
格
取
得
に

取
り
組
ん
で
い
る
、
現
在
６
名
が
取
得
、

自
主
防
災
組
織
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
期
待
し
て
い
る
。

問答 災
害
対
策
は

保
護
者
が
労
働
な
ど
に
よ
り
家

に
い
な
い
時
間
、
こ
ど
も
の
健

全
な
育
成
を
図
る
事
業
で
あ
り
、
現
計

画
の
場
所
は
、
学
校
敷
地
内
設
置
よ
り

は
事
業
目
的
に
添
っ
た
場
所
と
は
い
え

な
い
の
で
は
な
い
か
。

保
護
者
の
利
便
性
に
違
い
が
生

じ
る
こ
と
は
あ
る
程
度
避
け
が

た
い
。
学
童
ク
ラ
ブ
は
「
預
か
る
場
」

で
は
な
く
、
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
健
全

な
育
成
に
努
め
る
こ
と
こ
そ
が
目
的
に

沿
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問答

国
道
１
０
７
号
渋
滞
が
予
想
さ

れ
る
。
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
か
。

国
道
１
０
８
号
へ
通
じ
る
市
道

が
来
年
開
通
す
る
こ
と
で
、
交

通
量
が
変
わ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

供
用
後
の
周
辺
の
交
通
状
況
を
注
視
し

つ
つ
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
。

問答 放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　運
営
に
つ
い
て

移動期日前投票所の移動市役所

地域みらい遊学推進事業

問 　計画の内容は。

答 　県外生徒（令和８年入学者を目指す）を対象
とし、都市部で生まれ育った生徒に「第二のふ
るさと」と感じてもらい、将来的には本市への
移住や地域の応援団になってもらえることを
期待する。住まいは下宿を２軒（一般住宅２
人、民宿１人）予定している。

　島根県海士町の島留学を基に展開している「地
域みらい留学」が矢島高校で計画されています。

総

あ ま ちょう

由利本荘市議会議員政治倫理条例　議員の就業等の公表

　由利本荘市議会議員政治倫理条例に基づき、議員から就業報告書の提出がありましたので、同条例の規定により
公表します。
議席
番号

2

3

氏名（地域）

粟野希穂（本荘）

橋島達也（本荘）

職業

無職

会社役員

本人が実質的に経営に携わっている企業【役職名】

―
橋島企画合同会社【代表社員】／一般社団法人由利本荘青年会議所【直前理事長】／由利本荘商工会青年部【副部長】

地域観光魅力向上事業

問 　事業の内容は。

答 　石脇地域の発酵文化（酒蔵や味噌・醤油
など）の紹介や矢島地域の酒蔵など江戸三
藩が織りなす歴史や文化を由利高原鉄道がむ
すぶ。酒粕や塩麹を取り入れた特別ランチや
地元の日本酒、鳥海山の絶景を仰ぎながらロ
ーカルトレインの旅を堪能していただく。

　石脇地域の発酵文化と矢島地域の酒蔵を紹介
し、観光誘客につなげます。 産

我が家の防災バック
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小中学校ＧＩＧＡ端末更新事業

問 　どのような事業内容なのか。

答 　現在、小中学校の児童生徒に貸与している
タブレット端末は令和2年度に購入したもの。
Windows10サポート終了も鑑み、予備を含
め稼働する全4587台のタブレット端末の更
新を行う。端末の初期設定の委託料として予
算を計上するものである。9月末までに新機
器の配備を予定している。

　１２１１万１千円の一般会計補正により事業を
展開します。 教

渡部議員、髙橋議員、三浦議員

　第101回全国市議会議長会定期総会が5月20日に東京都内で開催され、席上、本市の議員
3人が永年にわたる市議会議員としての功績が認められ表彰されました。

永 年 勤 続 議 員 表 彰

●議員在職２０年以上

　　髙　橋　和　子  議員

●議員在職１５年以上

　　三　浦　　　晃  議員
　　渡　部　聖　一  議員

泉谷赳馬
（高志会）

雨
漏
り
や
空
調
の
不
具
合
な
ど

が
生
じ
て
お
り
、
市
民
や
利
用

者
に
迷
惑
が
か
か
っ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
に
修
繕
を
計
画
し
て
い
く
の
か
。

今
後
増
加
す
る
懸
念
が
あ
る
施

設
の
不
具
合
に
備
え
、
保
守
業

者
な
ど
に
対
し
、
近
々
に
本
格
的
な
修

繕
が
必
要
だ
と
見
込
ま
れ
る
箇
所
に
つ

い
て
、
開
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。

　
定
期
的
な
更
新
が
必
要
な
設
備
と
併

せ
、
指
定
管
理
者
と
相
談
の
う
え
、
計

画
的
に
修
繕
を
進
め
て
い
く
。
突
発
的

に
生
じ
た
不
具
合
に
つ
い
て
も
緊
急
度

を
見
極
め
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て
い

く
。 問答 文

化
交
流
館
カ
ダ
ー
レ
の

　
　
　
　
　
　
　
　修
繕
は

地
元
市
民
は
温
泉
再
開
を
喜
ぶ

一
方
、
法
要
や
同
期
会
、
謝
恩

人
件
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な

ど
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
上
昇

に
よ
る
課
題
が
主
な
要
因
で
あ
る
と
受

け
止
め
て
い
る
。
令
和
８
年
度
以
降
は

指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
を
目
指
し
、

本
年
８
月
か
ら
公
募
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
施
設
面
の
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
構
造
的
な
特
性
を
踏
ま
え
、

物
理
的
に
空
間
を
縮
小
す
る
方
法
や
、
浴

室
内
の
温
度
低
下
を
防
ぐ
方
策
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
を
進
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
状
況
の
見
え
る
化
の
推
進
を
図
り
、

施
設
の
機
能
や
利
便
性
を
損
な
う
こ
と

な
く
、
よ
り
効
率
的
な
運
営
に
努
め
る
。

問

答

東
由
利
「
湯
楽
里
」
な
ど

　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

ここが聞きたい
一 般 質 問

ＡＩオンデマンド交通導入の
ための実証実験

問 　内容としては。

答 　循環バス・市内線エリア包括で、より多く
の市民が自由にバスルート以外でも移動可能
になる。現在の運行検討内容としては、１０
人乗りワゴン車を活用。
　予約方法は専用アプリと電話受付とし、運
賃は３００円から４００円。運行時間は９時か
ら１８時３０分を想定している。
　今年度のスケジュールは、市内エリアと市
街地エリアにオンデマンドバス各１台を配備し、
運行時期は令和７年１２月から令和８年２月、
本格運行は令和９年度秋以降を想定している。

　路線バスの運転士不足で路線廃止や大幅な
減便がされており、区域型運行による課題解決
のため、AIオンデマンド交通の導入を実証実験
します。 総

予約型乗合いタクシーでより便利に

天井が高く、空間が広い湯楽里

由利地域のカントリー
エレベーターの復旧状況

問 　進捗状況は。

答 　昨年の豪雨災害で被災したが、その後工事
は順調で、今年の秋作業には稼働できる見込み
である。なお、復旧は８月29日を予定している。

　今年の秋作業までには稼働できる見込みです。
産

本荘東小学校学童クラブ開設
に伴う費用を補正

問 具体的にどのような内容の補正予算となった

のか。また、安全面等の対策はどのようにな

っているのか。

答 　学童クラブの環境整備費として約６０００万円、
実施設計委託料として１７６万円が一般会計に
おいて補正。また、令和７年度から令和１０
年度までの運営費として、約１億２２００万円
が債務負担行為において補正されている。
　学童クラブ開設については、請願第１号「本
荘東小学校区学童保育施設を小学校敷地内に
設置することを由利本荘市に求める請願」が
提出されたことを重く受け止め、紹介議員及
び請願者から聴き取りを実施し、願意につい
て確認した。審査においては安全面について
の質疑が行われ、市当局からは学校から学童
施設までの安全確保のための見守りの確保や、
年度当初は専門業者による誘導員を設置する
などの対策が提示された。渋滞緩和策につい
ては、国道１０７号への出入り口部分の拡幅を
県と協議して進めることや、施設前横断歩道
への押しボタン式信号機の設置やナイス丁字
路の信号機を押しボタン式から時差式への変
更を関係機関に要望していることなどの説明
があった。

　一般会計予算および債務負担行為として１億
８４００万円が補正されます。 教

審査及びまとめにおいて、委員からは「今後も安
全対策等の改善に努めるとともに、その内容につ
いては速やかに関係者へ周知すること」「実際に小
学校や保育園などに出向いて説明会を開催するな
ど、より直接的な周知の工夫を図ること」などの
意見が出され、今後の安全面の一層の充実や丁寧
な説明について、市当局の対応を求めている。

委員会では

会
や
自
治
会
な
ど
で
の
飲
食
の
場
が
無

く
な
り
、
不
便
だ
と
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
二
度
の
指
定
管
理
者
の
公
募
に
対

し
、
一
社
か
ら
も
応
募
が
無
か
っ
た
要
因

を
ど
う
捉
え
、
課
題
に
対
応
す
る
の
か
。
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４月臨時会・６月定例会のトピックス

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

　4月臨時会が4月25日に開催され、専決処分報告９件、人事案件１件、補正予算２件が承認・同意・可決さ
れました。
　6月定例会は5月16日から6月19日までの35日間の会期で開催され、人事案件2件、条例関係10件、補正予
算10件、契約関係8件、その他3件の計33件が審議され、すべてが原案のとおり同意・可決されました。
　また、請願2件については１件が採択、１件がみなし不採択、陳情2件（継続審査中の1件を含む）について
は１件が採択、継続審査中の1件は、なお継続審査とされ、委員会発案２件が可決されました。
　さらに、議員発案3件も可決されました。

防災拠点の整備・災害時相互
支援体制構築事業支援金

問 　主な内容としては。

答 　機材として、ショベルカー１台・スライドダ
ンプ１台・救助艇１台・高圧洗浄機５０台・排
送風機５０台・防災倉庫建築工事を行う。ま
た、油圧ショベル操作講習３０人・チェンソー
活用講習３０人などの支援がそれぞれ計画さ
れている。

　B＆G財団からの支援金として、機材配備費
として2280万円・研修費として300万円が対
象経費の100％支援されます。 総

２日
１０日

１１日
１８日
２５日

９日
１４日
１６日

５日

６日
１０日

１１日
１９日

２５日
２７日

議会日誌議会日誌
４月

５月

６月

議会報編集特別委員会
教育民生常任委員会協議会
会派代表者会議
議会報編集特別委員会
議会運営委員会
臨時会

議会運営委員会
教育民生常任委員会協議会
本会議（開会）
議会全員協議会

本会議（会派代表質問）
会派代表者会議
本会議（一般質問）～１０日
議会全員協議会
会派代表者会議
議会運営委員会
委員会（議案審査）～１３日
議会運営委員会
本会議（閉会）
島根県安来市議会行政視察来訪
議会報編集特別委員会
産業建設常任委員会協議会

（４／１～６／３０）

６

月

定

例

会

議長交際費議長交際費

慶祝、
協賛など

弔　　　事

４月 ５月 ６月

41,250円
（4件）

143,210円
（16件）

35,760円
（7件）

0円
（0件）

50,000円
（2件）

30,000円
（1件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

４月

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

５月

６月

３日
４日

１７日
２４日

３０日

１日
４日
１２日
１３日
１５日
１６日
１９日
２０日
２６日
２８日
２９日

３０日

３日
６日
８日
１４日
１６日

民生児童委員協議会
新入社員合同歓迎会
本荘さくらまつりオープニング
セレモニー
地域農業再生協議会総会
東北市議会議長会定期総会
（秋田市）
秋田由利牛振興協議会総会

高規格道路本荘大曲道路整備促進期成同盟会（大仙市）
佐久バルーンフェスティバル・佐久鯉まつり（長野県佐久市）
由利本荘市文化財保護団体連合会表彰式
東北日本海沿岸市町村議会協議会役員会・総会（山形県鶴岡市）
由利本荘市観光協会通常総会
由利本荘市商工会通常総代会
国道３９８号改良整備促進期成同盟会通常総会（湯沢市）
全国市議会議長会定期総会（東京都）
由利本荘市スポーツ協会評議員会
食品衛生協会通常総会
本荘由利産学振興財団評議員会
管工事協同組合通常総会
本荘由利森林組合通常総代会

本荘税務署管内青色申告連合会通常総会
建設業協会通常総会
鳥海新緑まつり
鳥海ダム本体工事着工式
市と市議会との合同要望（宮城県仙台市・東京都）～１８日

【議長公務】

詳細はこちらから↑

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。

　ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTubeチャンネル
　でライブ配信

▶ 次の定例会は９／２～９／２４ ◀

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

市議会カレンダー
● ９月定例会の予定 ●

８／１７ ２０１８ １９ ２１

２４

３１ ３ ４

３０２７ ２８ ２９

２３

１４ １５ １７

２１ ２２ ２３ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０ １０／１ ２ ３ ４

２０１９

６

７

９／１

１３

月 火 水 木 金 土

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

日

本会議
（一般質問）

８ ９

２２

　８月２２日（金）
正午までに受理する
請願・陳情を審議
する予定です

決算審査
特別委員会
（主査会議）

１６

本会議
（閉会）

２４

決算審査
特別委員会
（主査報告）

１８

本会議
（一般質問）
決算審査
特別委員会

本会議
（一般質問）

５
本会議
（開会）

２

常任委員会
決算審査
特別委員会

１１
常任委員会
決算審査
特別委員会

１０
常任委員会
決算審査
特別委員会

１２

こども家庭センター開設準備費

問 　こども家庭センターの業務内容とは。

答 　保健センターの１階に開設する。「保育所・認
定こども園などに関する業務」「児童手当・児
童扶養手当・放課後児童クラブなどに関する
業務」「母子保健に関する業務」「相談支援
に関する業務」について対応する、子育てに
ついてのワンストップ型の窓口となる。

　５５６万円の予算を計上し、今年度１０月の開
設に向けて準備を進めていきます。 教

本荘保健センター

トラック事業者補助事業

問 　補助の内容は。

答 　経済活動の重要な役割を担うトラック運送
業者の事業を継続するための支援を行う。
交付額は普通貨物自動車１台につき１万５千円
軽貨物自動車１台につき４千円を交付する。
交付期間は令和７年６月20日から９月30日
で、事業費は250万円である。

　燃料価格の高騰に対し、燃料費の一部を補助
するものです。 産

ドローンを活用した（リモート
センシング技術）地籍調査事業

問 　事業内容・スケジュールは。

答 　国土交通省地籍整備室が主体となり、3300
万円の事業費として、６月から公図調査、現地
調査、測量を行う。１１月頃に土地所有者への
説明会と関係機関の現地見学会が計画されて
いる。
　なお、リモートセンシング技術により調査期
間が50％ほど短縮される見通しである。

　地権者の高齢化・不在村化などにより現状の
把握すら困難となっている山村部の先行調査を今
年度、万願寺地内において国が直轄で実施しま
す。 総



胸おどる大運動会（５月１０日／矢島小学校）
で
す

由
利
本
荘
市
議
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６月定例会

由利本荘市議会だより
令和７年／２０２５年８月１日　第８１号

ま
ち
の

声
か
ら

は由利本荘市の豊かな自然が大好きです。特

に、西目町の海は夕日がとても綺麗で、海辺

を散歩するたびに写真を撮ってしまうほどお気に入

りの場所です。春は桜並木、夏は青々とした木々、

秋は燃えるような紅葉、冬は煌めく雪景色…と、一

年を通して、さまざまな表情が見られるのも大きな

魅力です。そうした自然に囲まれていると、少し落ち着

かない気分になっても、周りを見渡すだけで心を穏

やかにすることができて気持ちに余裕をもてます。

由利本荘市には都会にはない静かさと温かさがあ

り、私はこの町で生まれ育ったことを誇りに思って

います。これからも地域のボランティア活動などに

取り組み、美しい自然環境を保てるように貢献した

いです。

たちが住む由利本荘市は、自然がいっぱいで

す。鳥海山や子吉川、日本海など、どれをとっ

ても自慢の景色です。

　でも、私が一番好きなのは、田園の風景です。昨

年、私は学校の体験学習で田植えと稲刈りをしまし

た。お米作りの大変さが少し分かったような気がし

ました。そして、それまであまり気にしなかった田ん

ぼの景色が違って見えるようになりました。雪どけの

土色、田植え後の緑色、稲刈り前の黄金色…、どの

季節もとてもきれいで、そこでできるお米は本当にお

いしいと思います。毎年米作りをしてくださっている

農家の方々に、ありがとうの気持ちを伝えたいです。

　私は、おいしい作物がたくさんとれるこの由利本

荘市の田園風景を大切にしていきたいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.３9

私 私

私の体験学習から私のふるさとの魅力

尾崎小学校 ６年

さん渡辺 咲羽

西目中学校 ３年

（町内名　東御門町）（町内名　潟端）

ひら さわ わた なべ さ わなるう

さん平澤 瑠海

16雨で室内の運動会

編
集
後
記

　
市
長
選
後
、
初
の
定
例
会
と
な
っ

た
今
議
会
で
は
、
会
派
代
表
質
問
・

一
般
質
問
に
計
13
人
が
質
問
に
立
ち

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
23
年
７
月
の

臨
時
会
以
降
、
14
年
ぶ
り
に
原
案
に

対
す
る
修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
、
議

場
で
は
様
々
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
議
会
の
模
様
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
り
、
映
像
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
で
議
会
だ
よ
り
は
、
限
ら
れ

た
紙
面
の
中
で
、
文
字
や
写
真
で
議

会
で
の
出
来
事
を
的
確
に
要
約
し
、

市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
お
届

け
す
る
こ
と
が
役
割
だ
と
考
え
、
今

号
の
編
集
会
議
で
も
、
そ
の
役
割
を

意
識
し
な
が
ら
臨
み
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
く
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
そ
し

て
、
議
会
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
泉
谷
赳
馬
）
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４月臨時会・６月定例会トピックス　▶Ｐ２

４月臨時会・６月定例会審議結果　▶Ｐ４

市長に問う！会派代表質問　　　　▶Ｐ６

ここが聞きたい　一般質問　　　　▶Ｐ９

お知らせします　議会の動き　　　▶Ｐ１５

愛ＬＯＶＥゆりほんじょう　　　　▶Ｐ１６

　
我
が
集
落
は
西
に
子
吉
川
、
東
に
そ
の
支
流
久

保
田
川
に
挟
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
過
去
の
被
災
経

験
か
ら
も
っ
ぱ
ら
子
吉
川
だ
け
に
監
視
の
目
を
む

け
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
は
意

表
を
突
か
れ
た
よ
う
に
中
小
河
川
で
あ
る
久
保
田

川
の
氾
濫
に
襲
わ
れ
、
５
ｍ
ほ
ど
の
高
低
差
で
分

か
れ
て
い
る
ほ
ぼ
半
数
の
低
地
に
位
置
す
る
家
々

が
被
災
し
ま
し
た
。

　
後
片
付
け
な
ど
の
復
興
に
は
、
よ
く
言
わ
れ
る

「
三
助
」
に
は
本
当
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。「
自

助
」
だ
け
で
は
で
き
な
い
事
に
地
域
住
民
・
親
戚
・

同
僚
そ
れ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
「
共
助
」
、
ま

た
廃
棄
物
処
理
・
一
時
避
難
所
の
斡
旋
な
ど
行
政

機
関
の
「
公
助
」
な
ど
本
当
に
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
と
の
絆
が
あ
っ
て
こ
そ
生
活

基
盤
が
成
り
立
ち
ま
す
。

　
当
集
落
で
も
今
で
は
住
民
が
半
減
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
し
て
今
ま
た
、
被
災
世
帯
が
櫛
の
歯

が
欠
け
る
よ
う
に
一
軒
ま
た
一
軒
と
村
を
去
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
一
層
過
疎
化
に
拍
車
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
先
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
集
落
は
ど
う

な
る
の
か
不
安
は
募
る
ば
か
り
で
す
。

過
疎
化
に
拍
車
が

お

の
り

む
ら

か
み

さ
ん

由
利
地
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（
町
内
名

　久
保
田
）

村
上

　典
夫


